
近
代
日
本
絵
画
の
ア
ジ
ア
表
象

西

原

大

輔

近代日本絵画のアジア表象

は
じ
め
に

幕
末

の

一
八
六
七

(慶
応
三
)
年
、
日
本

洋
画

の
祖
と
も
言
う
べ
き
高
橋
由

一

(↓
鋤
犀
鋤
げ
鋤ω窪

網
鼠
oぼ
L

八
二
八
ー

一
八
九
四
)
は
、
幕
府

の
使
節
団
に
加
わ

っ
て
上
海

に
渡
航
し
、
数
多
く

の
ス
ケ
ッ
チ
を
残
し
た
。
日
本
美
術
は
古
代
よ

り
、
中
国

の
継
続
的
影
響
の
も
と
に
発
展
し
て
き
た
が
、
江
戸
時
代

の
長

い
長

い
鎖
国
を
経

て
、
よ
う
や
く
画
家
が
実
際
に
中
国
の
大
地
を
踏

み
、
中
国
大
陸

を
観
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
高
橋
由

一
の

《
上
海

日
誌
》
《
上
海
渡
航
図
巻
》
以
来
、
近
代
日
本
絵
画
は
ア
ジ
ア

(無
論
こ
こ
で
は

日
本
を
除
い
た
ア
ジ
ア
地
域
を
意
味
す
る
)
を
描
き
続
け
た
。
洋
画

・
日
本
画
を

問
わ
ず
、
明
治
以
降

の
ほ
と
ん
ど
全

て
の
画
家
た
ち
が
、
生
涯
に
少
な
く
と
も

一
度
は
ア
ジ
ア
を
旅
行
し
、
朝
鮮
半
島
や
中
国
大
陸
、
台
湾
や
東
南

ア
ジ
ア
を

絵

の
題
材

に
し
て
い
る
。
風
景
画

・
風
俗
画

・
人
物
画
、
さ
ら
に
は
壁
画
や
戦

争
画
に
至
る
ま
で
、

ア
ジ
ア
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
創
作
の
対
象
と
さ
れ
て
き

た
。
で
は
日
本

の
近
代
絵
画
は
、

ア
ジ
ア
を
ど

の
よ
う
に
表
象
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
そ
し
て
作
品

の
背
後
に
は
、
ど
の
よ
う
な
価
値
観
や
思
想
が
あ

っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

一

オ

リ

エ

ソ

タ

リ

ズ

ム

と

日

本

近
代
日
本
と
ア
ジ
ア
と
の
関
係

の
中

で
美
術
作
品
を
論
ず
る
に
あ
た
り
、
ま

ず
正
面

に
見
据
え
る
べ
き
は
、
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
問
題

で
あ
ろ
う
。

一
九

七
八
年

に
出
版
さ
れ
た

エ
ド

ワ
ー
ド

・
W

・
サ
イ
ー
ド

(国
α
≦
霞
匹
芝
.ω
巴
匹
L

九
三
五
1
)
の

『
オ
リ

エ
ソ
タ
リ
ズ

ム
』

は
、
主

に
英
米
仏

の
文
学
及
び
学
問

を
取
り
上
げ
、
西
洋
が

オ
リ

エ
ソ
ト
を
も

の
言
わ
ぬ
他
者
と
し
て
差
別
的

に
表

象
し
て
き
た
歴
史
を
、
白
日

の
下

に
晒
し
た
。
近
代
日
本
美
術
に
お
け
る
ア
ジ

ア
表
象
を
考
察
す
る
上
で
、
サ
イ
ー
ド
の
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム
論
は
、
た
と
え
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終
着
点

で
は
な

い
に
し
て
も
、
少
な
く
と
も
重
要
な
出
発
点

に
な
り
得
る
と
考

え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
残
念
な
こ
と
に
、
『
オ
リ

エ
ソ
タ
リ
ズ

ム
』

は
美
術
に
つ
い
て
は

ほ
と
ん
ど
触
れ
て
い
な
い
。
サ
イ
ー
ド
は
、
十
八
世
紀
後
半
か
ら
十
九
世
紀
初

頭
に
か
け

て
の
通
俗
的
東
洋
趣
味

に
言
及

し
つ
つ
、
「ド
ラ
ク
ロ
ワ
を
は
じ
め

文
字
ど
お
り
何
十
人
も
の
フ
ラ
ソ
ス
人
や
イ
ギ
リ
ス
人

の
画
家

た
ち

の
作
品
の

な
か
に
み
ら
れ
る
オ
リ

エ
ン
ト
風
俗
画
に
よ

っ
て
、
表
象
が
視
覚
表
現

に
変
え

　
エ

　

ら
れ
、
独
自

の
生
命
を
吹
き
込
ま
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
」
と
述

べ
る
。
し
か
し
、

「官
能
性
、
有
望
さ
、
恐
怖
、
崇
高
さ
、
牧

歌
的
悦
楽
、
烈
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

こ
の
よ
う
な
十
八
世
紀
後
半

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
前

ロ
マ
ソ
主
義
的

・
前

専
門
技
術
的

オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ

ム
の
想
像
力

の
な
か
の
比
喩
形
象
と
し
て
の
オ

リ

エ
ソ
ト
は
、
実

は

「
オ
リ

エ
ソ
タ
ル
」
と

(形
容
詞
で
)
呼
ぼ
れ
る
カ
メ
レ

オ
ン
的
性
質

の
こ
と
」
に
過
ぎ
ず
、
「
こ
の
漂
泊
的

オ
リ

エ
ン
ト
は
、
学
問
的

オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
到
来
と
と
も

に
容

赦
な
く
そ
ぎ
落
と
さ
れ
る
こ
と

に

　
　

　

な

る
」

と
、

軽

く

あ

し

ら

わ

れ

て

し

ま

う

。

オ

リ

エ
ソ

タ

リ

ズ

ム

は
言

説

に
ほ

か

な

ら

な

い
と

す

る

サ

イ

ー
ド

の
議

論

か
ら

す

れ
ば

、

至

極

当

然

の
帰

結

で

あ

ろ

う

。

西

洋

美

術

に

お
け

る

オ

リ

エ

ン
タ

リ
ズ

ム

の
問

題

を

正

面

か

ら

取

り

上

げ

た

の

は
、

む

し

ろ

リ

ン
ダ

・
ノ

ッ
ク

リ

ン

(]「
一P
α
鋤
Z
O
O
げ
一一昌
)

の

「
虚

構

の
オ

リ

　
ヨ

　

エ
ン
ト
」

(
一
九
八
二
年
)
で
あ
る
。

ノ
ッ
ク
リ
ン
は
、
オ
リ

エ
ソ
タ
リ
ズ

ム
絵

画
の
植
民
地
主
義
と
の
強
固
な
結
び
つ
き
や
、
作
品
に
内
在
す
る
西
欧
中
心
主

義
を
批
判
す
る
。

一
方
、
そ

の
後
二
十
年
近
く
を
経
た
今
日
、
ノ
ッ
ク
リ
ン
の

論
文
自
体
も
、
実
は

「西
欧
中
心

の
閉
域

の
内
部
に
と
ど
ま

っ
た
ま
ま
」
で
あ

り
、
「
オ
リ

エ
ソ
タ
リ
ズ
ム
的
な
絵
画
制
作

に
お
け
る
両
義
的
構
造

(ア
ン
ビ

ヴ
ァ
レ
ン
ス
)
や
表
裏
構
造

(リ
ヴ
ァ
ー
シ
ビ
リ
テ
ィ
)
の
問
題
」

に
対
す
る
認

　
る

　

識
が
欠
け
て
い
る
と
い
う
批
判
が
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な

中
で
、
西
洋
/
非
西
洋
と
い
う
二
項
対
立
を
前
提
と
し
て
き
た
オ
リ

エ
ン
タ
リ

ふ

え
ん

ズ
ム
論
を
、
日
本
対

ア
ジ
ア
の
関
係

に
敷
衍
す
る
こ
と
は
、

一
体
ど

の
程
度

の

有
効
性
を
持

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
仮

に
そ

の
限
界
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
何

に
由
来
す
る
も

の
な
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
ま
れ
て
く
る
。

十
九
世
紀

フ
ラ
ン
ス
美
術
に
は
、

オ
リ

エ
ン
ト
の
風
物
を
盛

ん
に
取
り
入
れ

た
、

い
わ
ゆ
る
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
る
分
野

の
作
品
群
が
あ
る
。
十

八
世
紀
末

の
ナ
ポ

レ
オ
ン
に
よ
る

エ
ジ
プ
ト
遠
征
を
き

っ
か
け
と
し
、

ロ
マ
ン

主
義

の
画
家
た
ち
を
中
心
に
展
開
し
た
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ

ム
絵
画
で
は
、
東
方

世
界

の
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
な
風
俗
が

モ
テ
ィ
ー
フ
と
な
り
、
華
麗
な
異
国
趣
味

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
こ
の
芸
術
上

の
オ
リ

エ
ソ
タ
リ
ズ

ム
を
、

サ
イ
ー
ド
的

定
義

の
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
区
別
し
、
こ
こ
で
は
オ
リ

エ
ソ
タ
リ
ズ

ム
絵
画

と
呼
ぶ
こ
と
に
し
て
お
き
た
い
。
大
正
時
代
に
入
る
と
、
オ
リ

エ
ソ
タ
リ
ズ
ム

絵
画
に
触
れ
た
日
本
人
画
家
が
、
こ
れ
を

一
つ
の
手
本
と
し
つ
つ
、
日
本

の
植

民
地
を
描

い
て
ゆ
こ
う
と
い
う
主
張
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

藤
島
武

二

(国
昌
ωぼ
日
鋤
↓
⇔
評
魯
L

八
六
七
-

一
九
四
三
)
は
、

一
九

=
二

(大
正
二
)
年
十

一
月
か
ら
翌
年

一
月
に
か
け
て
朝
鮮
半
島
を
旅
行
し
、
《
朝
鮮
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近代日本絵画のアジア表象

風
景
》
《花
籠
》
(共
に
一
九

一
三
年
)
と

い
う
作
品
を
残
し
た
。
落

ち
着

い
た

茶
色
系
統

の
色
調
を
基
本
と
す
る

《
朝
鮮

風
景
》
(図
1
)
で
は
、
遠
く

の
山

を
背
景

に
し
て
農
村

の
庶
民
的
家
屋
が
描
か
れ
、
点
景
人
物
が
配
さ
れ
て
い
る
。

画
面
か
ら
近
代
を
感
じ
さ
せ
る
も

の
を

一
切
排
除
し
、
わ
ら
ぶ
き
屋
根

の
家
屋
、

伝
統
的
な
白
衣
を
着
た
行
人
な
ど
、
朝
鮮
半
島

の
郷
土
性
に
徹
し
た
表
現
を
行

っ
て
い
る
。
鑑
賞
者

の
眼
前
に
提
示
さ
れ
る

の
は
、
日
韓
併
合
を
経
て
次
第

に

変
貌
し
て
ゆ
く
朝
鮮

で
は
な
く
、
李
氏
王
朝
以
来
不
変
な
ま
ま
で
存
続
す
る
光

図1藤 島 武 二 《朝 鮮 風 景 》1913年 、 カ ソ ヴ ァ ス、 油 彩 、65.0×91.3セ ン チ

メ ー トル、 三 重 県立 美術 館 。

景
、
失
わ
れ
た
日

本

の
過
去
を
連
想

さ
せ
る
情
景

で
あ

る
。
一
方

《
花
籠
》

(図
2
)
は
、

チ

マ

チ
ョ
ゴ
リ
を
着
た
女
性
が
頭
に
籠
を
載
せ
て
花
を
運
ん
で
い
る
姿
を
、
真
正
面

か
ら
と
ら
え
た
油
絵
で
、
赤
や
緑
を
多
用
し
た
明
る
い
作
品

に
仕
上
が

っ
て
い

る
。
後

に
朝
鮮
美
術
展
覧
会
な
ど

で
は
、
か
ら

っ
と
し
た
空
気
や
明
る
い
色
彩

が
朝
鮮

の

「郷
土
色
」
と
さ
れ
た
が
、
《
花
籠
》
は
こ
れ
を
図
ら
ず
も
先
取
り

し
た
作
品
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

な
お
、
《花
籠
》

の
よ
う
な
物
を
頭
上
に
載

せ
た
人
物
像

は
、
近
代
日
本

の

画
家
が

ア
ジ
ア
を
背
景
と
す
る
絵
を
制
作
す
る
際
に
し
ば
し
ば
使
用
し
た
も
の

で
あ
り
、
今
村
紫
紅

(Hヨ
9
ヨ
⊆
鑓

ω
臣
ざ
一
一
八
八
O
l

一
九

一
六
)
の

《
熱
国
之

巻
》
(
一
九

一
四
年
)、
山
口
蓬
春

(磯
鋤
ヨ
①ひq
ロ
。ぼ

=
o
曁
ロ
戸
一
八
九
三
-

一
九
七

一
)
の

《市
場
》
(
一
九
三
二
年
)
・
《
南
嶋
薄
暮
》

(
一
九
四
〇
年
)
な
ど
に
も
見

る
こ
と
が

で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
日
本

に
も
、
頭
部
を
利
用
し
て
物
を
運
搬
す
る

習
慣
が
全
く
な
か

っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
土
田
麦
僊
(↓
ω⊆。
馘
9

bd
四ざ
ωΦ昌
L

図2藤 島武二 《花籠》1913年 、 カ ンヴァス、油

彩 、64.7×42.4セ ンチメー トル、京都 国立近代美

術館 。

八

八

七

1

一
九

三

六
)
の

《
大

原

女

》

(
一
九

二

七

年

)

や

、

前

田

青

邨

(]≦
餌
Φ
匹
鋤

oり
Φ
凶ω
o
P

一
八

八

五

-

一
九

七

七
)
の

《
花

売

》

(
一
九

二
四
年

)

こ
れ

は
藤

島

武

二
作

《
花

籠

》

か

ら

構

図

を

借

用

(引

用
)

し

た

も

の

と

考
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え
ら
れ
る

の
大
原
女
の
よ
う
な
具
体
例
が
、
そ
の
証
左
と
な
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
頭
に
物
を
載
せ
た
人
問

の
姿
は
、
作
品
の
舞
台
が

ア
ジ

ア
で
あ
る
こ

と
を
示
す
上
で
極
め
て
わ
か
り
や
す
く
、
ま
た

エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
な
視
覚
的
効

　
　

　

果
を
持

つ
も
の
と
し
て
、
繰
り
返
し
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

大
正
二
年

か
ら
三
年

に
わ
た
る
朝
鮮
旅

行
よ
り
帰
国

の
後
、
藤
島
武

二
は

『美
術
新
報
』

一
九

一
四

(大
正
三
)
年
三
月
号

に

「朝
鮮
観
光
所
感
」
と
い

う
文
章
を
発
表
し
、
朝
鮮
を
絵

の
題
材
と
し

て
取
り
上
げ
る
こ
と

の
意
味
を
論

じ
て
い
る
。

フ
ラ
ソ
ス
が

か
つ
て
ア
ル
ジ

ェ
リ
ア
を
征
服
し
た
時

に
、
そ
の
頃

の
画

家
が
、
盛
ん
に
彼
の
地

に
渡
航
し
て
、

ア
ル
ジ

ェ
リ
ア
の
風
景
や
風
俗
を

画
く
の
が
、
そ
の
頃

の
流
行

の
よ
う
に
な

っ
て
い
て
、
彼
地

の
風
景
、
風

俗
へ
戦
争
等
を
題
材
と
し
た
る
有
名
な
る
画
家
が
続
々
と
し
て
、
輩
出
し

て
い
ま
す
。
即
ち
ド
ラ
ク
ロ
ア
、
ド
カ
ン
、

マ
リ
ラ
、

フ
ロ
マ
ン
タ
ソ
、

ギ

ィ
ヨ
メ
等
、
盛
ん
に
東
洋
趣
味
を
鼓

吹
し
て
、
当
時

の
仏
国
画
壇
に
、

一
種
の
モ
ー
ド
を
作

っ
た
傾
向
が
見
え
ま
す
。
熱
帯
地
方

の
強
烈
な
る
光

線
や
色
彩
と
い
っ
た
よ
う
な
も

の
が
、
当
時
の
仏
国
の
画
壇

に
、
大
な
る

刺
戟
を
与
え
た
こ
と
が
見
ら
れ
ま
す
。

朝
鮮
は
、
わ
が
国
と
併
合
し
た
の
で
、
も
ち
ろ
ん
ア
ル
ジ

ェ
リ
ア
の
例

と
は
異

っ
て
い
ま
す
が
、
と
に
か
く
、
わ
が
領
土

に
帰
し
た
の
で
あ
り
ま

す
か
ら
、
種
々

の
方
面

か
ら
、
研
究
し

た
り
、
開
拓
し
た
り
す
る
こ
と
の

必
要
な
の
と
同
じ
よ
う
に
、
芸
術
の
方
面
か
ら
も
、
こ
の
際
大

い
に
注
目

　
　

　

す

べ
き
も

の
で
あ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

既

に
欧

州

留

学

を

経

験

し

て

い
た

藤

島

武

二

は

、

フ

ラ

ン

ス

の

ア

ル
ジ

ェ
リ

ア
支

配

を

背

景

と

す

る

オ

リ

エ
ソ

タ

リ

ズ

ム
絵

画

を

意

識

し

つ

つ
、

日

本

に

よ

る
朝

鮮

の
植

民

地

化

を

芸

術

的

な

好

機

と
見

な

し

た
。

彼

は

こ

こ

で
数

人

の

フ

ラ

ソ

ス
人

画

家

を

取

り

上

げ

て

い
る

。

ウ

ジ

ェ
ー

ヌ

・
ド

ラ

ク

ロ
ワ

(国
轟

9

Φ

U
Φ
冨
自
9
×
L

七
九

八
ー

一
八
六

三
)
が

一
八

三

二
年

に
北

ア

フ
リ

カ
を

旅

行

し
、

《
ア

ル
ジ

ェ
の
女

た

ち
》

(
一
八
三

四
年

)
・
《
モ

ロ

ッ

コ

の

ユ
ダ

ヤ
風

結

婚

式

》

(
一
八
三
九

年
)
・
《
近

衛

兵

た

ち

に
護

ら

れ

た

モ

ロ

ッ

コ

の

ス

ル

タ

ソ
》

(
一
八

.

四

五
年
)

と

い

っ
た

作

品

を

残

し

て

い

る

こ

と

は

、

よ

く

知

ら

れ

て

い

る
。

ア

レ
ク

サ

ソ
ド

ル

・
ド

ゥ

カ

ン
(≧

①
×
o
旨
脅
①

U
①
8

ヨ
娼
ω
L

八
〇

三

-

一
八
六
〇

)

は
東

方

世

界

を
訪

れ

て

《
ト

ル

コ
の
思

い
出

》

(
一
八
四

六
年

)
を

描

き

、

プ

ロ

ス

ペ

ル

・

マ
リ

ヤ

(℃
『
o
ωb
臼

ζ
p。
H
旨
冨

け
二

八

一

一
-

一
八

四
七
)

も

エ
ジ

プ

ト

の
地

を

踏

ん

で

《
カ

リ

フ
、

ア

ル
ーー

ハ
ー

キ

ム

の
寺

院

址

(
カ

イ

ロ
)
》

(
一
八

四
〇

年
)

に

そ

の
成

果

を

結

晶

さ

せ

た
。

ウ

ジ

ェ
ー

ヌ

・
フ

ロ

マ

ン

タ

ン

(国
二
ぴq
9

Φ
国
「
o
ヨ
Φ
口
は
P

一
八

二
〇

1

一
八
七
六
)

は

エ
ジ

プ

ト

や

ア

ル
ジ

ェ
リ

ア

南

部

の

サ

ハ
ラ
砂

漠

へ
と

向

か

い
、

《
渇

き

の
国

》

(
一
八
六

九

年

頃
)

や

《
ア

ル
ジ

ェ
リ

ア

の
鷹

狩

り

》

(
一
八
六
一二
年

)

な

ど

、

オ

リ

エ
ン

ト

の
風

景

や

風

俗

を
題

材

と

し

た

。

「
朝

鮮

観

光

所

感

」

で
東

京

美

術

学

校

教

授

藤

島

武

二

は
、

日
本

と

朝

鮮

の
関
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係
を

フ
ラ
ソ
ス
対
ア
ル
ジ

ェ
リ
ア
の
位
相

に
な
ぞ
ら
え
た
上
で
、
日
本

で
も
オ

リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
美
術
を
作
り
だ
し
て
い
こ
う
と
主

張
す

る
の
で
あ
る
。
留
学
中
に
パ
リ
で
指
導

を
仰
い
だ
フ
ェ
ル
ナ
ン

・
コ
ル
モ

ン

(国
Φ讐
9。
口
住
O
o『巨
o員
一
八
四
五
-

一
九

二
四
)
が
、
チ

ュ
ニ
ジ
ア
な
ど

に
渡

っ
て
オ
リ
エ
ソ
タ
リ
ズ
ム
絵
画
を
制
作
し
て

い
た
こ
と
も
、
こ
の
日
本
人
画
家

に
何
ら
か
の
潜
在
的
影
響
を
与
え
た
か
も
知

れ
な
い
。
藤
島

の
議
論
は
、
西
洋

の
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
を
日
本
人
が
受
容
し
、
そ
の
ま
な
ざ
し
を
ア
ジ
ア

に
向
け
て
い
っ
た
格
好
の
具
体
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

実
際
藤
島
武
二
は
、

一
九

=
二
年

の
朝
鮮
半
島
旅
行

の
後
、
ア
ジ

ア
の
題
材

を
次
々
と
貪
欲

に
吸
収

し
、
「日
本

の
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ス
ト
」
と
も
言
う
べ
き

画
家
と
な
る
。
彼
は
、
朝
鮮
半
島
や
台
湾
、
満
洲
、
中
国
南
方
な
ど
に
何
度
も

赴
き
、
数
十
点
に
及
ぶ
ア
ジ
ア
関
連

の
作
品

を
創
作
し
た
。

一
九

=
二
年

・
一

九
二
一二
年

・
一
九
二
四
年

に
は
朝
鮮

へ
、

一
九
三
三
年
に
台
湾
、

一
九
三
五
年

に
は
朝
鮮
と
台
湾

へ
、

一
九
三
七
年
と

一
九

三
八
年

に
は
中
国
大
陸
と
、
日
本

の
植
民
地
や
支
配
地
域
を
頻
繁
に
訪
れ
た
の
で
あ

る
。
画
家
は
ま
た
、
朝
鮮
美

術
展
覧
会

(
一
九
二
二
年
に
創
設
)
に
お

い
て
、
第

二
回

(
一
九
二
三
年
)
・
第

三
回

(
一
九
二
四
年
)
・
第
十
四
回

(
一
九
三
五
年
)
の
計
三
度

に
わ
た

っ
て
審

査
委
員
を
つ
と
め
て
お
り
、
ア
ジ

ア
へ
の
強

い
関
心
が
う
か
が
わ
れ
る
。

実
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
を
日
本
に
移
植
し
た
い
と
い

う
願
望
は
、
藤
島
武
二
ひ
と
り
だ
け

の
孤
独
な
思

い
で
は
な
か

っ
た
。
ほ
ぼ
同

じ
時
期
に
、
洋
画
家
湯
浅

一
郎
(肖
§
ω巴

。
三
「ρ
一
八
六
八
-

一
九
三

一
)も
同
様

の
意
見
を
表
明
し
て
い
る
。
『美
術
新
報
』
第
十
二
巻
第
十
号

(
一
九

一
三
年
八

月
)
に
掲
載
さ
れ
た

「
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ス
ト
」
と
い
う
随
筆
で
、
湯
浅
は
次
の

よ
う
に
語
る
。

少

し
前

で

は

ギ

ユ
ス
タ

ー
ヴ

・
ギ

ョ

メ
、

近

頃

で

は

エ
チ

エ
ン

ヌ

・
ヂ

ネ

i
此

の

二

人

の
名

は

オ

リ

エ
ン

タ

リ

ス

ト
と

し

て
私

の
頭

腦

に
深

き

印

マ
マ

象
を
殘
し
た
。
ど
ち
ら
も
亞
非
利
加
内
地
專
問
の
畫
家

に
し
て
繪
畫

に
もママ

ま
た
著
述
に
も
其
研
究

の
結
果
を
十
分

に
顯
は
し
て
居
る
。
ギ

ョ
メ
は
重

に
沙
漠
の
大
氣
及
び
民
族

の
生
活
状
態
を
研
究
し
ヂ
ネ
ー
は
殊
に
土
人
の

性
情
風
俗
等
を
畫
き
、
又
た
傳
説
に
關
す
る
著
述
等
も
少
な
く
な
い
。

此
派
の
特
色
は
歐
羅
巴
美
術

の
舊
套
を
脱
し
て
亞
細
亞
趣
味
東
洋
趣
味

の
新
ら
し
い
殖
民
地
を
開
拓
し
よ
う
と
す
る
の
に
あ
る
。
亞
細
亞
と
い
ひ
、

東
洋
と
云

つ
て
も
重
に
土
耳
古
、
亞
拉
比
亞
、
亞
非
利
加

の
北
部
其
他

サ

ラ
セ
ン
文
明

の
遺
蹟
あ
る
地
方
を
謂
ふ
の
で
あ

つ
て
印
度
、
支
那
、
日
本

の
如
き
極
東

の
事
情

は
餘
り
着
手
さ
れ
て
居
ら
ぬ
。

風
景
畫
と
い
は
ず
、
風
俗
畫
と
い
は
ず
此
派
の
氣
分
は

ハ
ッ
キ
リ
と
し

て
明
る
く
強
烈
な
る
情
緒
が
あ
る
。
而
し
て
歐
洲
文
明
を
離
れ
た
別
種

の

超
越
的
神
秘
的

の
趣
味
を
味
ふ
こ
と
が
出
來
る
。

(中
略
)

日
本

で
も
風
景
畫
家
と
し
て
知
ら
れ
て
居
る
人
々
も
あ
る
が
、
ど

つ
ち

マ

マ

か
と
云

へ
ば
千
遍

一
律

で
あ
る
。
若

い
人
に
佳

い
の
が
ボ
ツ
ボ
ツ
見
え
る
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や
う
で
あ
る
が
、
概
し
て
沈
滯
し
て
ゐ
る
か
ら
、
何
と
か
現
状
を
打
破
す

る
方
法
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
に
は
日
常
餘
り
目
に
慣
れ
た

る
日
本
内
地
よ
り
は
、
朝
鮮
と
か
臺
灣

と
か
、
又
は
滿
洲
あ
た
り

へ
出
か

け
て
、
直
ち
に
新
ら
し
い
自
然
を
捉

へ
る
の
が
最
も
便
宜
だ
ら
う
と
思
ふ
、

又
極
く
必
要
な
こ
と
だ
と
思
ふ
。
何
と
な
れ
ば
東
洋

の
こ
と
は
東
洋

の
人

が
研
究
す
る
の
は
當
然

の
事
と
信
ず
る
故
、
我
が
美
術
家
も

一
段

の
努
力

を
以
て
東
洋
方
面
の
研
究

に
從
事
し
て

一
面
に
は
其
趣
味
を
保
存
し
、

一

面
に
は
益
々
其
藝
術
を
發
展
せ
し
め
ん

こ
と
を
望
む
の
で
あ
る
。
佛
國
の

如
き
は
直
接
間
接
に
美
術
家

の
ア
ル
ゼ

リ
ヤ
行
を
奬
勵
し
て
居
る
。
こ
と

に
ア
ル
ゼ
リ
ヤ
總
督
府
は
サ
ロ
ン
・
オ

リ
エ
ン
タ
リ

ス
ト
に
對
し
て
は
多

大
の
贊
助
を
與

へ
貴
重
な
る
絨
緞
、
刺
繍
等

の
特
産
品
を
同
展
覽
會

へ
參

　
ア

　

考
と
し
て
出
品
し
て
居
る
。

湯

浅

一
郎

は

「
ギ

ユ

ス

タ

ー

ヴ

・
ギ

ョ

メ
」

「
エ
チ

エ
ン

ヌ

・
ヂ

ネ

ー
」

の

二

人

の
名

を
挙

げ

、

フ

ラ

ソ

ス

の

オ

リ

エ
ン

タ

リ

ズ

ム
絵

画

を

念

頭

に
置

き

つ

つ
、

日

本

の
植

民

地

に

つ

い

て

語

る

。

ギ

ュ

ス
タ

ー

ヴ

・
ギ

ョ

メ

(Ω
昜
富
く
Φ

Ω
二
崔

譽

ヨ
①
叶二

八

四
〇
1

一
八

八
七
)

は
、

「
西

洋

文

明

の
汚

染

を

い

ま

だ

免

れ

て

い

る

オ

リ

エ

ン
ト

を
求

め

て

ア

ル
ジ

ェ
リ

ア
南

部

の
砂

漠

地

帯

に
足

を
向

け

、

　
き

　

住

民

の
単

調

で
厳

し

い
生

活

や

苛

酷

な

自

然

を
淡

々

と

描

き

出

」

し

た
。

一
方

エ
テ

ィ

エ

ン

ヌ

・
デ

ィ

ネ

(け
怠
Φ
目

Φ
U
冒
Φ
計

一
八
六

一
-

一
九

二
九

)

は
、

一

八

八

四
年

の

ア

ル
ジ

ェ
リ

ア
旅

行

を

き

っ
か

け

と

し

て
、

生

涯

に
わ

た

っ
て

こ

の
地

の
イ
ス
ラ
ム
文
化
を
記
録
し
続
け
た
。
彼
は

「他

の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム

画
家
と
比

べ
て
、
主
題
、
手
法
共

に
、
対
象
を
よ
り
忠
実

に
描

こ
う
と
す
る
傾

　
　

　

向
を
持

っ
て
」
お
り
、
後
に
は
イ
ス
ラ
ム
教

に
改
宗
し
、

メ
ッ
カ

へ
の
巡
礼
も

実
行
し
て
い
る
。

湯
浅

一
郎
は
、
こ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
の
オ
リ
エ
ソ
タ
リ
ズ
ム
絵
画
を

一
つ

の
手
本
と
し
て
、
朝
鮮
や
台
湾
や
満
洲
な
ど
の
植
民
地
風
景
を
日
本
美
術
に
取

り
入
れ
て
ゆ
く
意
義
を
訴
え
た
。

フ
ラ
ン
ス
対
ト
ル
コ
・
エ
ジ
プ
ト
ピ
ア
ル
ジ

ェ
リ
ア
等
の
関
係
を
、
日
本
対
朝
鮮

・
台
湾

・
満
洲

の
相
似
形
と
み
な
す
こ
の

よ
う
な
言
説
は
、
今
沢
紀
子
氏
が

エ
ド
ワ
ー
ド

・
W

・
サ
イ
ー
ド
『オ
リ

エ
ソ

タ
リ
ズ
ム
』

の

「
訳
者
あ
と
が
き
」
で
指
摘
し
た
次

の
よ
う
な
言
葉
を
思
い
起

こ
さ
せ
る
。

主
体
11
観
る
側
と
し
て
の
西
洋
と
客
体

11
観
ら
れ
る
側
と
し
て
の
非
西
洋

世
界
と
が
対
立
す
る
オ
リ
エ
ソ
タ
リ
ズ
ム
の
構
図

に
対
し
て
、
近
代
日
本

は
き
わ
め
て
特
異
な
関
わ
り
方
を
し
て
い
る
。
西
洋
か
ら
観

て
地
理
的

・

文
化
的

に
非
西
洋
世
界

で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
言
う
ま
で
も
な
く
日
本

は
客
体
11
観
ら
れ
る
側

で
あ
る
。
し
か
し
、
近
代
日
本
は
帝
国
主
義
列
強

の

一
員
と
な
る
道
を
選
び
、
植
民
地
経
営
を
視
野
に
お
い
て
、
西
洋
思
想

を
積
極
的

に
学
び
取

ろ
う
と
し
て
き
た
。

(中
略
)
こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ

う
な
努
力
の
結
果
、
日
本
は
西
洋
の
東
洋
観
を
も
摂
取
し
て
、
オ
リ

エ
ソ

　り
　

タ
リ
ズ
ム
の
主
体
H
観
る
側

に
立

っ
た
の
で
あ
る
。
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藤
島
武

二
や
湯
浅

一
郎
の
主
張

に
関
す

る
限
り
、
今
沢
紀
子
氏

の
見
取
り
図

を
そ

の
ま
ま
美
術

の
分
野
に
応
用
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

す
な
わ
ち
、
日
本
は
当
初
西
洋
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
視
線

に
さ
ら
さ
れ
、
あ

く
ま
で
オ
リ

エ
ン
ト
の
一
部
と
し
て
機
能

し
て
い
た
。
浮
世
絵
や
工
芸
品
を
偏

愛
し
た
ジ
ャ
ポ

ニ
ズ

ム
に
も
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
含
ま
れ
て
い
る
。
日
本
は

ま
さ
に
、
西
洋

の
客
体
そ
の
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
工
業
化

・
近
代
化
を
達

成
し
、
植
民
地
を
獲
得
し
て
帝
国
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
た
日
本
は
、
今
度
は

観
る
側
の
主
体
と
し
て
、
オ
リ

エ
ソ
タ
リ
ズ
ム
の
視
線
を
ア
ジ
ア
へ
向
け
る
。

そ
し
て
、
多
く

の
日
本
人
画
家
た
ち
が
植

民
地
や
占
領
地
域
を
訪
れ
、
日
本
版

の
オ
リ

エ
ソ
タ
リ
ズ
ム
絵
画
を
形
成
し
て

い
っ
た
と

い
う
図
式
が
想
定
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
図
式
が
実
際
の
作
品
と
ど
の
程
度

の
整
合

性
を
持

つ
の
か
、
ま
た
は
持
た
な
い
の
か
と
い
う
点
に
移
る
こ
と
に
な
る
。

二

日
本

の
オ
リ

エ
ソ
ト
と
し

て
の
ア
ジ

ア

明
治
以
来
、
大
日
本
帝
国
は
ア
ジ
ア
を
潜
在
的
な
勢
力
圏
と
み
な
し
た
。
ア

ジ
ア
は
ま
さ
に
近
代
日
本

に
と

っ
て
の
オ
リ

エ
ン
ト
と
な

っ
た
の
だ
が
、

で
は
、

具
体
的
な
作
品
の
中
に
、
日
本
版
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
と
言
う
べ
き
要
素

が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
た
だ
単

に
中
国

・
朝
鮮
や
東
南

ア
ジ
ア
を

描

い
た
絵
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、

フ
ラ
ン
ス
の
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
を

思

い
起

こ
さ
せ
る
よ
う
な
、
差
別
的
視
線
を
内
在
さ
せ
た
作
品
が
存
在
す
る
の

か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
め
よ
う
な
問
題
意
識
を
持
ち

つ
つ
、
近
代

日
本
美
術
史
を
振
り
返
る
な
ら
ば
、
そ
の
答
え
は
や
や
否
定
的
な
方
向

へ
と
傾

く
。
す
な
わ
ち
、
大
東
亜
戦
争
期

の
戦
争
画
等
を
例
外
と
し
て
、
明
治
以
来

の

日
本
絵
画
は
、
作
品
で
あ
か
ら
さ
ま
に
政
治
的

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
こ
と
が

比
較
的
乏
し
く
、
専
ら
人
畜
無
害
な
花
鳥
画
や
風
景
画

・
人
物
画
に
占
拠
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
図
像

か
ら
サ
イ
ー
ド
的
意
味

で
の
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム

を
読
み
取
ろ
う
と
試
み
る
意
地
の
悪

い
解
釈
者
を
、
な
か
な
か
寄
せ
付
け
な

い

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
近
代
日
本
美
術

の
ア
ジ
ア
表
象
が
、
全
く
西
洋
オ
リ

エ
ソ
タ
リ
ズ

ム
絵
画
と
無
関
係

で
あ

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
膨
大
な
量
の
人
物
画

の

一
部
に

も
、
そ
の
余
香
を
嗅
ぎ
取
る
こ
と
が
で
き
る
作
品
が
あ
る
。
日
本
人
画
家
が

ア

ジ
ア
を
描
く
に
あ
た
り
、
特
に
民
族
服
の
人
物
像
は
、
そ
の
最
も
好
都
合
な
表

現
材
料
と
な

っ
た
。
明
治
維
新
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
で
の
敗
戦
に
至
る
ま
で

に
制
作
さ
れ
た
、

ア
ジ
ア
関
連
作
品
の
か
な
り
の
部
分
が
、

チ
ャ
イ
ナ

・
ド

レ

ス
や
チ

マ
チ
ョ
ゴ
リ
、
あ
る
い
は
東
南
ア
ジ
ア
の
民
族
衣
装
を
着

た
女
性

の
肖

像
画
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
ジ
ョ
ン

・
ク
ラ
ー
ク
氏
は
こ
の
傾
向

に
つ
い
て
、

「
そ
の
だ
い
た
い
の
は
じ
ま
り
は

一
九

一
九
年

の
第

一
回
帝
展

の
広
島
晃
甫

の

「青
衣

の
女
」

で
あ
る
と
思
う
。
そ
し
て
も

っ
と
も
有
名
な
の
は
藤
島
武

二
の

「東
洋
振

り
」

一
九
二
四
年
と
安
井
曾
太
郎

「金
蓉
」

一
九
三
四
年
。
こ
の
二

つ
の
作
品
は
中
国
風
俗
を
絵
画
的
に
見
究

め
ず
、
日
本
人
が
理
想
化
し
た

「東

洋

の
美
」
又
は
日
本
婦
人

の
美
を
出
さ
せ
る
た
め
に
こ
の
異
装
し
た
女
た
ち
の
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肉
細
さ
を
主
題
と
し
た
」
と
述

べ
て
い
る
。

無
論
実
際
に
は
、
こ
こ
で
述

べ
ら
れ
て
い
る
よ
り
も
遥
か
に
多
数

の
図
像
が

存
在
す
る
。
明
治
期
か
ら

一
九
四
五
年
ま
で
に
描
か
れ
た
ア
ジ
ア
民
族
服

の
人

物
画
は
、
現
在
確
認
で
き

る
も
の
だ
け
で
も
、
百
点
は
下
ら
な
い
。
明
治
年
間

に
は
、
漢
画

の
流
れ
を
受
け
た
唐
美
人
図
も
多
く
描
か
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら

は
旧
来

の
伝
統
を
踏
襲
し
た
も

の
で
あ
り
、

こ
こ
で
は
除
外
し
て
お
く
こ
と
に

し
よ
う
。
大
正
時
代

に
入
る
と
、

ア
ジ
ア
民
族
服

の
肖
像
画
と
い
う
類
型
が
、

瞬
く
間

に
画
壇

に
広
が

っ
て
ゆ
く
。
明
治
末
期

に
は
、

一
九

一
一

(明
治
四
十

四
)
年

の
第
五
回
文
展
に
、
チ
ャ
イ
ナ

・
ド

レ
ス
を
着

た
男
性
像
で
あ
る
結
城

素
明

(団
q
匹

ω
o
日
Φ二

八
七
五
ー

一
九
五
七
)

の

《
囀
》
が
出
品
さ
れ
た
。

一
九

一
二

(大
正
元
)
年

に
は
、
山
本
鼎
(図
mヨ
鋤ヨ
。
8

内
餌蠧
①
L

八
八
ニ
ー

一
九
四

六
)
の

《支
那

の
女
》
(版
画
)
や
川
崎
小

虎

(丙
餌
≦
霧
9匹

ω
ま
吋
ρ
一
八
八
六

-

一
九
七
七
)
の

《
黒
衣

の
支
那
美
人
》
が

登
場

し
、
藤
島
武

二

《
匂

い
》
が

一
九

一
五
年

の
第
九
回
文
展
に
現
れ
る
。
そ
し
て

一
九

一
九
年
第

一
回
帝
展
で

は
、
広
島
晃
甫
(国
蹄
oω窪
白
①
囚
α
げ
ρ
一
八
八
九
-

一
九
五

一
)
の

《
青
衣

の
女
》

が
特
選
を
獲
得

し
て
い
る
。

こ
れ
以
外

の
著
名
な
画
家
に
よ
る
作
品
を
列
挙
す
る
な
ら
ば
、
大
正
期

の
も

の
と
し
て
、
石
井
柏
亭
(Hω三
一
自
鋤
屏
暮
①二

八
八
ニ
ー

一
九
五
八
)
に
よ
る

《
阿

四
》
《某
女
士
像
》《
老
太
太
》
(三
作
と
も

一
九

一
九
年
)
、
伊
原
宇
三
郎

(守
①蕁

d
ωpび
霞
ρ
一
八
九
四
-

一
九
七
六
)
の

《
明

装
》
(
一
九

二
〇
年
)、
岸

田
劉

生

(霪
ωぼ
量

菊
旨
ωΦ二

八
九

一
ー

一
九
二
九
)
の

《
支
那
服
着
た
る
妹
照
子
之
像
》

(
一
九

二

一
年

)
、

藤

島

武

二

《
東

洋

振

り
》

(
一
九

二
四
年

)
・
《
芳

意

》

(
一
九

二

六

年

)
、

上

野

山

清

貢

(d
①
昌
○
団
鋤
ヨ
①

閑
ぐ
o
けω
ロ
σq
二
=

八

八

九

-

一
九

六

〇

)

の

《
支

那

服

の
少

女

》

(
一
九

二
五
年

)
、

小

林

萬

吾

(囚
。
げ
鋤
醤

ω
ぼ

竃
き

ひq
P

一
八
七

〇

1

一
九

四
七

)
《
銀

屏

の
前

》

(
一
九

二
五

年

)
、

山

本

鼎

《
台

湾

の
少

女

》

(
一

九

二
六
年
)
、

三

岸

好

太

郎

(ζ
囓

ω
三

内
α
け
錠
α
L

九

〇

三
i

一
九

三

四
)

に

よ

る

《
支

那

の
少

女

》

《
姑

娘

》

(
一
九

二
六
年
)

な

ど

が

あ

る
。

ま

た
昭

和

時

代

に

な

る
と

分

量

は

さ

ら

に
増

大

し

、

代

表

的

な

も

の

だ

け

で

も

、

藤

島

武

二

《
鋏

剪

眉

》

(
一
九

二
七

年
)
、

上

野

山

清

貢

《
F

嬢

の
支

那

服

を

纏

え

る

》

(
一
九

二
七
年

)、

小

出

楢

重

(内
○
置
①
Z
霞
器

ぼ
ひq
ρ

一
八
八
七

-

一
九

三

一
)

の

《
周

秋

蘭

立

像

》

(
一
九

二
八
年

)
、

中

川

紀

元

(Z
鋤
冨

ひq
餌
≦
鋤
固

αq
①
P

一
八
九

ニ
ー

一
九
七

二
)
の

《
関

紫

蘭

女

士

像

》

(
一
九

三
〇

年
)
、

安

井

曾

太

郎

(図
9
ω巳

ω
α
巳
『
ρ

一
八
八

八

-

一
九

五

五
)

に

よ

る

《
金

蓉

》

(
一
九

三

四
年

)
、

宮

本

三

郎

(竃
貯
鋤
ヨ
o
什
o

ω
鋤
び
霞
α
=

九

〇
五

-

一
九

七

四
)

《
婦

女

三

容

》

(
一
九

三
五
年

)
、

岡

田

三

郎

助

(O
冨

α
鋤

ω
⇔
び
霞

o
ω
莫

ρ

一
八
六

九
-

一
九

三
九

)
《
婦

人

半

身

像

》

(
一
九

三
六
年

)
、

前

田
青

邨

《
観

画

》

(
一
九

三

六
年
)
、

梅

原

龍

三
郎

(d
日
Φ
げ
費

四
菊
旨

N
鋤
び
霞

ρ

一
八
八

八
-

一
九

八
六
)

の

《
姑

娘

》

(
一
九

三
九

年
)

と

、

枚

挙

に

い
と

ま
が

な

い
。

フ

ェ
ミ

ニ

ス
ト

な

ら

ぽ

、

こ

の
大

量

の

ア
ジ

ア

的

女

性

像

か

ら

、

男

対

女

の
対

立

軸

を

設

定

し
、

そ

こ

に
帝

国

対

植

民

地

の
関

係

を

重

ね
合

わ

せ

て
、

支

配

被

支

配

の
問

題

を
抽

出

し

よ

う

と

す

る

か

も
知

れ

な

い
。

一
方

、

眼

を

西

洋

の

オ

リ

エ
ン

タ

リ

ズ

ム
絵

画

に
戻

す

な

ら

ば

、

そ

こ

に

は
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オ
ダ

リ

ス

ク

(○
量

房

ε

Φ
)

の
系

譜

と

も

言

う

べ
き

作

品

の
連

鎖

が

存

在

す

る
。

フ
ラ

ン

ス
語

の

オ

ダ

リ

ス

ク

は
、

元

来

ト

ル

コ
語

の

オ

ダ

(部

屋
)

に
由

来

し
、

ス

ル
タ

ソ

に
仕

、兄
る
女

、

ハ
ー

レ

ム

の
女

を

意

味

し

た
。

そ

し

て
、

十

九

世

紀

の

オ

リ

エ
ソ

タ

リ
ズ

ム
絵

画

に

よ

り
、

裸

体

画

の
主

題

の

一
つ
と

し

て
定

着

す

る

。

も

っ
と

も

実

際

に

は

、

イ

ス
ラ

ム
世

界

の
後

宮

を

実

地

に
観

察

す

る
機

会

を
得

る

こ

と

は

困

難

で
あ

り

、

東

方

風

の
部

屋

や
道

旦
ハ
に
囲

ま

れ

た
裸

体

の
女

性

像

を

、

オ

ダ

リ

ス

ク

と
称

す

る

こ

と

と

な

っ
た
。

こ

の
流

れ

を

決

定

づ

け

た

ド

ミ

ニ
ク

.
ア

ン
グ

ル
(U
o
ヨ
巨

ρ
⊆
Φ

ヨ
ひq
お
ω
=

七

八
O
I

一
八
六

七
)

の

《
グ

ラ

ソ

ド

・
オ
ダ

リ

ス

ク

》

(
一
八

一
四

年
)

や

《
奴

隷

の

い

る

オ

ダ

リ

ス

ク
》

(」

八
三
九

年
)
、

同

じ
題

を

持

つ
も

う

一
つ

の

《
奴

隷

の

い

る

オ

ダ

リ

ス

ク
》

(
一
八
四

二
年

)
、

さ

ら

に

は

《
ト

ル

コ
風

呂

》

(
一
八

五

九
-

六

三
年
)

な

ど

が

典

型

的

で
あ

る
。

オ

ダ

リ

ス

ク

の
系

譜

は

ド

ラ

ク

ロ

ワ
作

《
ア

ル
ジ

ェ
の
女

た

ち

》

(
一
八

三

四
年

)

に
も

見

ら

れ

、

さ

ら

に

エ
ド

ゥ

ア

ー

ル

・
マ
ネ

(け
α
8

爰

α

罎
穹

Φ
けL

八

三

ニ
ー

一
八
八

三
)
の

《
オ

ラ

ン

ピ

ア
》

(
一
八
六

三
年

)
、

ピ

エ

ー

ル
ーー

オ

ー

ギ

ュ
ス
ト

・
ル

ノ

ワ

ー

ル

(空
Φ
凌
9
》
二
ひQ
⊆
ω
叶Φ

幻
Φ
o
o
マ
℃
一
八
四

一
-

一
九

一
九
)

の

《
ア

ル
ジ

ェ
の
女

、

あ

る

い

は

オ

ダ

リ

ス

ク
》

(
一
八
七
〇
年

)

や

《
ア

ル
ジ

ェ
リ

ア

風

の

パ

リ

の

女

た

ち

》

(
一
八
七

二
年

)
、

ま

た

ア

ン

リ

・

マ

テ

ィ

ス

(=
①
巳

罎

鋤
蔚

ω
ρ

一
八
六
九
ー

一
九
五

四
)

の

《
赤

い
キ

ュ
ロ

ッ
ト

の

オ
ダ

リ

ス

　ほ
　

ク
》
(
一
九
一
=

年
)
な
ど
に
つ
な
が

っ
て
ゆ

く
。

近
代
日
本
絵
画

に
は
、
西
洋

の
オ
ダ
リ
ス
ク
の
系
譜
と
響
き
合
う

い
く

つ
か

の
作
品
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
堅
山
南
風
(内
鋤
富
巻
ヨ
鋤
Z
鋤唇
戸
一
八
八
七
-

一

九
八
○
)
の

《
寝
美
人
》
(
一
九

一
九
年
、
図
3
)
は
、
濃
厚
な

エ
キ
ゾ
テ
ィ
シ

ズ
ム
を
醸
し
て
い
る
。
ゆ

っ
た
り
と
し
た
赤

い
民
族
服
を
着
た
女
性
は
、
黄
色

い
絨
毯
に
横
た
わ
り
、
熱
帯
特
有

の
枕
に
肩
を
も
た
せ
か
け
て
い
る
。
こ
の
大

き
な
赤

い
枕

は
、
本
来
抱
き
枕
と
し
て
使
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

画
家

は
頭
部
を
支
え
る
よ
う
な
位
置

に
そ
れ
を
描
く
。
女
性
は
青
く
長
い
フ
ー

ド
を
被
り
、
静

か
に
眼
を
閉
じ
て
瞑
想
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
手
前
に
は
、

何
か
喉
を
潤
す
飲

み
物
で
も
入
れ
る
の
か
、
イ

ソ
ド
風
の
壷
が
置
か
れ
て
お
り
、

ま
た
画
面
左
右

の
高
杯
で
は
、
お
香
で
も
焚

か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

一
九

一
六

(大
正
五
)
年
か
ら

一
九

一
七
年

に
か
け

て
、
堅
山
南
風
は
荒
井

寛
方

(〉
『巴

内
き
o
ρ
一
八
七
八
-

一
九
四
五
)
や
石
崎
光
瑤

(Hω霞
鎚
缸

囚
α鴇
9

一
八
八
四
-

一
九
四
七
)
と
共
に
イ
ソ
ド
を
旅
行
し
た
。
ア
グ
ラ
城

で
撮
影
さ
れ

た
写
真
を
見
る
と
、
彼

は
紳
士
然
と
し
た
白

い
洋
服
を
さ

っ
そ
う
と
着
こ
な
し
、

頭
に
タ
ー
バ
ン
を
巻

い
た
イ

ン
ド
人
ら
と
共
に
、
廃
墟

の
石
壁
の
前
で
ポ
ー
ズ

　お
　

を

と

っ
て

い
る

。

一
九

〇

一
年

に
岡

倉

天

心

(O
冨

ざ

蠢

↓
①
磊
三
P

一
八

六

ニ

ー

一
九

=

二
)
が

渡

印

し

て

以

来

、

一
九

〇

三

年

に

横

山

大

観

(く
。
ざ

冨

ヨ
鋤

↓
巴
犀
鋤
炉

一
八
六

八
ー

一
九

五

八
)
・
菱

田

春

草

(口
尻
三
住
①

ω
ゲ
コ
昌
ω
ρ

一
八
七

四
ー

一
九

一

一
)
、

一
九

〇

四

年

に
今

村

紫

紅

と

、

日

本

美

術

院

の
画

家

が

続

々

と

イ

ソ
ド

を

目

指

し

た
。

タ

ゴ

ー

ル
を

は

じ

め
と

し
、

ベ

ン

ガ

ル
派

の
画

家

た

ち

と

の
交

流

も

盛

ん

で
あ

っ
た
。

堅

山

南

風

の
イ

ン

ド
旅

行

も

、

こ

の
流

れ

の
中

　レ

　

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
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図3堅 山 南風 《寝 美 人 》1919年 、 額 装 、 絹 本 着 色 、116.8×173.5セ ンチ メ ー

トル。

 

《
寝
美
人
》
で
は
ま
だ
小
道
旦
ハの

一
つ
に
過

ぎ
な
か
っ
た
敷
物
が
、
そ

の
多
様

な
色
彩
と
装
飾
性
と

い
う
点
か
ら
絵
画
の
中
心
に
躍
り
出
て
来
る
の
が
、
川
端

龍
子

(国
p毛
鋤
σ
簿
蝉
菊
《
qωげ
二

八
八
五
ー

一
九
六
六
)
の

《印
度
更
紗
》
(
一
九

二
五
年
、
図
4
)
で
あ

る
。
横
臥
し
た
褐
色

の
肌

の
女
性
は
全
裸
だ
が
、
左
右

の
足
首

に
は
金
色

の
細
い
足
輪
を
は
め
て
い
る
。
し
か
し
絵

か
き

の
興
味
は
、

む
し
ろ
画
面
い

っ
ぱ

い
に
広
が

る
更
紗
模
様

に
あ
る
よ
う
だ
。
「友
人
に
印
度

更
紗
を
貰
ひ
ま
し
た
。
そ
の
原
始
的
な
模
様

を
じ

っ
と
見

つ
め
て
ゐ
る
と
、
な

図4川 端龍子 《印度更紗》1925年 、軸装、絹本着色、109.3×145.0セ ンチメ
ー トル、大田区立龍子記念館 。

に
か
し
ら
古
い
ま
ぼ
ろ
し
が
布
地

の
上
を
去
来
し
ま

す
。
そ
の
私

の
幻
想
を
更
紗

の
上
に
描

い
た
の
が
こ

の
絵

で
、
裸

の
印
度
女
が
膝
を
立
て
て
寝

て
居
る
と

　め
　

こ
ろ
で
す
」
と
、
画
家
は
語

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う

な
日
本
画
を
オ
ダ
リ
ス
ク
の
系
譜

の
末
端

に
位
置
づ

け
る
の
は
、
イ
ス
ラ
ム
世
界
の
後
宮

の
女
と
い
う
オ

ダ
リ
ス
ク
本
来
の
意
味
か
ら
は
相
当
逸
脱
し
て
い
る
。

し
か
し
、
裸
体
女
性
像
と
異
国
趣
味

の
取
り
合
わ
せ

と

い
う

エ
ヅ
セ
ソ
ス
は
、
十
分

に
オ
ダ
リ
ス
ク
的
な

も

の
と
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

昭
和
期

に
入
り
、
土
田
麦
僊

の

《平
牀
》
(
一
九

三
三
年
、
図
5
)
と
な
る
と
、
オ
ダ
リ
ス
ク
の
系
譜

は
さ
ら
に
痕
跡
が
微
か
な
も

の
と
な

っ
て
ゆ
く
。

一

九
三
三

(昭
和
八
)
年
、
麦
僊
は
朝
鮮
半
島

を
訪
れ
、

こ
の
絵
を
帰
国
後
の
第
十
四
回
帝
展
に
出
品
し
た
。

一
人
の
妓
生
が
画
面
左
に

立
ち
、
も
う

一
人
が
簡
素
な
寝
台

の
上
で
、
半
身
を
起

こ
し
て
座

っ
て
い
る
。

平
牀

の
下

に
は

一
足

の
白

い
朝
鮮

の
靴
が
置
か
れ
、
上
に
は
小
さ
な
鏡
が
立

て

ら
れ
て
い
る
。

朝
鮮

の
伝
統
的
な
白
衣
が
印
象
的
な
作
品
だ
が
、
実
は
こ
の
構
図
は
、

エ
ド

ゥ
ア
ー
ル

・
マ
ネ
の
有
名
な

《
オ
ラ
ン
ピ
ア
》
(
一
八
六
一二
年
)
か
ら

の
引
用
で

あ
ろ
う
。
《
オ
ラ
ソ
ピ
ア
》
で
は
、
白
人
女
性
が

ベ
ッ
ド
に
身
を
横
た
、兄
、
黒
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人

の
召
使

い
が
ベ

ッ
ド

の
向

こ
う
側

に
立

つ
。
「白
人
の
裸
体

の
傍
ら
に
黒
人

の
女
召
使

い
や
屈
強
な
ア
ラ
ブ
人

の
番
人
を
配
す
る
と
い
う
構
図
は
、
西
欧
の

　あ
　

〈東
方
〉
幻
想

の
定
型
を
提
供
」
し
た
が
、

一
方
こ
の

《平
牀
》
で
は
、
二
人

の
関
係
は
水
平
的
な
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
か
つ
て
土
田
麦
僊
は

《大
原
女
》

(
一
九
二
七
年
)
で
、
同
じ
く

マ
ネ
の

《草

上
の
昼
食
》
(
一
八
六
ニ
ー
六
三
年
)

の
、
三
名

の
人
物
が
三
角
形
を
構
成
し
て
座
る
型
を
借
用
し
た
。
彼
は
、
泰
西

そ
し
や
く

名
画
を
咀
嚼
し
利
用
す
る
経
験
を
既

に
持

っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
朝
鮮

の
風
俗

図5土 田麦僊 《平牀》1933年 、額 装、絹本着色、153.0×209.0セ ンチ メー ト

ル、京都市美術館。

に

取

材

し

た

《
平

牀
》
も
ま
た
、
西
洋

美
術
か
ら
刺
激
を
受

け
て
い
る
可
能
性
が

高

い
と
言

え

る
だ

ろ
麺
・

さ
て
、
近
代
日
本

美
術
が

ア
ジ
ア
を
表

象
す
る
に
あ
た
っ
て
、

西
洋
オ
リ

エ
ソ
タ
リ

ズ
ム
美
術
か
ら
影
響

を
受
け
た
と
考
え
ら

れ
る
僅
か
な
事
例
を
、

さ
ら
に
別
な
面
か
ら

探

っ
て
ゆ
こ
う
。
西
欧
に
お
い
て
、
オ
リ

エ
ン
ト
は
し
ば
し
ば
明
る
い
色
彩
と

結
び

つ
け
ら
れ
て
き
た
。

フ
ラ
ソ
ス

・
ロ
マ
ン
主
義

の
画
家
た
ち
が
魅
せ
ら
れ

た
の
は
、
中
近
東

の
強
烈
な
光
と
色

で
あ

っ
た
。
ま
た
、

フ
ィ
ソ
セ
ン
ト

・
フ

ァ
ン
・
ゴ

ッ
ホ

(≦
昌8
耳
く
き

O
。
αq戸
一
八
五
三
-

一
八
九
〇
)
が
日
本
を
陽
光

輝
く
色
彩

の
楽
園
と
見
な
し
て
い
た
こ
と
は
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
日
本
も

ま
た
、
西
欧
に
と

っ
て
は
豊
か
な
色
彩

の
東
洋

(オ
リ
エ
ン
ト
)
と
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
皮
肉
な
こ
と
に
、

二
十
世
紀

の
日
本
で
は
、
明
る
い
色
彩

は
日
本
内
地

で
は
な
く
、
植
民
地
た
る
外
地
に
存
在
す
る
と
い
う
言
説
が
広
ま

る
よ
う

に
な
る
。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
芸
術
家
た
ち
が
中
近
東
や
日
本

に
仮
託
し
て

語

っ
た
事
を
、
今
度
は
日
本
人
画
家
が
、
ア
ジ
ア
の
属
性
と
し
て
主
張
す
る
の

　あ
　

で
あ
る
。

梅
原
龍
三
郎

は
、

一
九
三
九
年
か
ら

一
九
四
五
年

に
か
け
て
六
回
北
京
に
滞

在
し
、
故
宮
や
天
壇
な
ど
を
描
く
多
数

の
作
品
を
残
し
た
。
彼
は
随
筆

「北
京

再
遊
」
で
、
「日
本

の
色
感
は
、
大
体
に
於
て
微

か
な
色

の
美
し
さ
で
あ

る
が
、

支
那

の
色
感
は
殆
ん
ど
原
色
的
な
組
合
せ
の
美
し
さ
で
あ

る
」
と
述

べ
、
「自

分
と
し
て
は
、
斯
う

い
ふ
強

い
色

の
世
界
を
描

い
て
み
た
い
の
で
あ

る
」
と

　む
　

言
う
。
ゴ
ッ
ホ
が
日
本
固
有

の
特
徴
と
思

い
込
ん
だ
激
烈
な
原
色

の
競
演
は
、

梅
原

に
よ
れ
ば
、
日
本
で
は
な
く
中
国
大
陸
に
こ
そ
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
こ
の
理
論
を
実
践
し
た
の
が
、
《紫
禁
城
》
(
一
九
四
〇
年
、
図
6
)
を

は
じ
め
と
し
た
北
京

シ
リ
ー
ズ
の
作
品
群
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

一

方

で
、
し
ば
し
ば
梅
原
龍
三
郎
と
並
び
称
さ
れ
る
安
井
曾
太
郎

の
、
《
承
徳

の
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図6梅 原龍三郎 《紫禁城》1940年 、間似合紙、油彩、

115.ox89.0セ ンチメー トル、永青文庫。

喇
嘛
廟
》
(
一
九
三
七
年
)
に
展
開
す
る
鮮
や
か
な
彩
色
も
ま
た
、
こ
の
芸
術
上

の
親
類
縁
者
と
言
え
る
。

日
本
軍
占
領
下
の
北
京

で
制
作
さ
れ
た

《
紫
禁
城
》
に
、
政
治
や
軍
隊

の
片

鱗
を
見

い
だ
す
こ
と
は
難
し
い
。
当
時
北
京

の
知
識
人
た
ち
は
、
日
本
軍

の
支

配
地
域
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
周
作
人
の
よ
う
な

一
部
の
例
外
を
除
き
、
大

多
数
が
南
方

に
避
難
し
て
い
た
。
こ
の
高
名
な
洋
画
家
が
滞
在
す
る
北
京

の
街

に
は
、
闊
歩
す
る
日
本
軍
人
の
姿
ば
か
り
が
目
立

つ
反
面
、
中
国
側
の
主
要
人

物
は
す

っ
か
り
逃
げ
去

っ
た
あ
と
だ

っ
た
は
ず
だ
。
と
こ
ろ
が
、
梅
原

の
絵

か

ら
は
、
そ

の
よ
う
な
緊
張
感
を
読
み
取
る

こ
と
は
で
き
な

い
。
ま
た
、
ジ

ョ

ン
・
ク
ラ
ー
ク
氏

の
指
摘
す
る
通
り
、
彼
が

「日
本
支
配
を
美
化
し
た
作
品
は

　　
　

 現
在

に
お
い
て
見
当
た
ら
な
い
」

の
で
あ
る
。
画
家
は
こ
の
非
常
時
で
も
、
い

た
っ
て
呑
気
に
、
故
宮

の
絵
な
ど
を
描
い
て
い
た
と
い
う
わ
け
だ
。

し
か
し
な
が
ら
、
梅
原
龍
三
郎

の

《
紫
禁
城
》
で
も
、
視
点
の
選
択

に
あ
た

っ
て
無
意
識
の
価
値
判
断
が
働

い
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
紫
禁
城
を
主
題

と
し
た
彼
の
作
品
は
、
宮
殿
を
全

て
斜
め
或

い
は
横
か
ら
ま
な
ざ
す
。
そ
の
最

大

の
理
由
は
、
滞
在
先
の
北
京
飯
店
か
ら
風
景
を
描
く
の
が
、
こ
の
上
な
く
便

利
で
あ

っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ま
だ
高
層
ビ

ル
の
ほ
と
ん
ど
な
い
北
京

に
あ

っ
て
、
そ
れ
は
見
晴
ら
し
の
良
い
絶
好

の
写
生
場
所
で
あ

っ
た
。
だ
か
ら

こ
そ
、
安
井
曾
太
郎

の
《
初
秋

の
北
京
》
(
一
九
四
四
年
)や
山

口
蓬
春

の

《
北
京

風
景
》
(
一
九
四
三
年
)
な
ど
、
全
く
同
地
点
か
ら
同
方
向
を
描
い
た
絵
が
散
見

さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
角
度

で
図
像
化
さ
れ
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
紫
禁
城
の
持

つ

一
つ
の
本
質
的
な
特
徴
が
、
画
面
か
ら
削
除
さ
れ

て
し
ま
う
結
果
と
な

っ
た
。

か
く
は
く
せ
ん

北
京
で
梅
原
龍
三
郎
と
交
友

の
あ

っ
た
、
台
湾
出
身

の
画
家
郭
柏
川

(囚
⊆
○

℃
○
-O
げ
奏
梦

一
九
〇

一
-

一
九
七
四
)
の

《
北
京
故
宮
》
(
一
九
三
九
年
、
図
7
)

と
比
較
す
る
と
、
そ
れ
は
よ
り
明
確

に
な
る
。

一
九
四
五
年

の
終
戦
後
も
、
こ

の
画
家
と

「梅
原
龍
三
郎
と
の
あ

い
だ
に
は
書
簡

の
往
来
が
続
き
、
出
身
を
異

に
す
る
ふ
た
り
の
画
家

の
友
情
は
美
談
と
し
て
残

っ
て
」
お
り
、
ま
た

《北
京

故
宮
》

に
は

「
「柏
」

の
字
が
落
款
と
し
て
書
き
込
ま
れ

て
あ
る
が
、
こ
れ
は

　
れ
　

梅
原
龍
三
郎
が

「龍
」
を
落
款
と
す
る
の
に
影
響
を
与
え
た
も
の
」
と

い
う
。

二
人

の
交
流

は
緊
密
だ

っ
た
。
郭
柏
川
が
描
く
紫
禁
城
は
、
北
側
の
景
山
公
園

か
ら
真
南
を
眺
め
る
視
点
で
制
作
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
厳
密
に
左
右
対
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称
な
巨
大
宮
殿
建
築
が
、
中
心
軸
を
揃
え
て

一
直
線
に
並
ぶ
。
こ
の
幾
何
学
的

壮
大
さ
に
こ
そ
、
天
の
命
を
受
け
て
地
の
世
界
を
統
治
す
る
皇
帝
の
権
威
が
表

現
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
こ
は
、
息
詰

ま
る
ほ
ど

の
権
力
、
整
然
と
し
た

秩
序
、
厳
格
な
理
、
帝
国
の
膨
大
な
富
、
朝
貢
に
訪
れ
る
異
民
族
を
威
圧
す
る

中
華
の
栄
光
を
、
あ
ま
す
こ
と
な
く
示
し
続
け
て
来
た
場
な

の
で
あ

っ
た
。

ひ
る
が
・兄
っ
て
梅
原
龍
三
郎
の
作
品

で
は
、
斜
め
の
角
度
か
ら
と
ら
え
ら
れ

た
個

々
の
建
物
が
、
緑

の
中

に

一
見
無
秩
序

に
散
在
し
て
お
り
、
そ
こ
に
あ
る

図1郭 柏 川 《北 京故 宮 》1939年 、 カ ン ヴ ァス、 油 彩 、53.3×65.0セ ン チ メ ー

トル 、 個 人 蔵 。

の
は
色
彩
の
美
だ
け
で
あ
る
。
建
築
群

の
有
機
的

つ
な
が
り
を
知
る
こ
と
は
で

き
ず
、
紫
禁
城
が
本
来
持

っ
て
い
る
は
ず

の
強
烈
な
政
治
性
は
、
彼

の
絵

に
ば

全
く
現
れ
て
こ
な

い
。
従

っ
て
、
こ
れ
ら

の
油
絵
を
目
に
し
た
で
あ
ろ
う
当
時

の
日
本
人
鑑
賞
者
に
も
、
紫
禁
城

の
建
築

の
政
治
的

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
わ
る
こ

と
は
な
か

っ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
色
彩
は
絵

に
装
飾
性
を
も
た
ら
し
、

か

つ
装
飾
は
無
害
な
も

の
と
な
る
。
敢
え
て
深
読
み
を
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は

中
華
帝
国

の
象
徴
を
去
勢
し
無
害
化
し
て
、
日
本

の
表
象

の
論
理
の
中
に
組
み

込
む
試

み
で
あ

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

一
九
四
三
年
五
月

一
日

の

『朝
日
新
聞
』
朝
刊
に
は
、
帝
国
美
術
院
会
員
た

ち
が

「わ
れ
ら

の
首
相
東
條
さ
ん
を
、
真
心
こ
め
た
絵
事

に
慰
め
よ
う
と
」
し

て

「珠
玉
の
画
帖
」
を
完
成
し
た
と
い
う
記
事
が
載

っ
て
お
り
、
そ
の

「精
魂

こ
め
た
力
作

二
十
六
点
」
の
な
か
に
梅
原

の
北
京
時
代

の
作
品
も
含
ま
れ
て
い

　お
　

る
と
、
丹
尾
安
典
氏
は
指
摘
し
て
い
る
。
氏

の
主
張
す
る
よ
う
に
、
梅
原

の
作

品
に
は

「占
拠
地

へ
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
憧
憬
を
か
き
た
て
る
戦
争
画

の
一
ジ

　お
　

ヤ
ン
ル
と
共
通
す
る
質
が
そ
な
わ

っ
て
い
る
と
見
る
視
座
が
あ

っ
て
よ
い
」

の

だ
が
、
異
国
趣
味
を
成
立
さ
せ
て
い
た
表
象
の
仕
組
み
に
も
、
同
時

に
注
意
を

払
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う

に
見
て
く
る
と
、
梅
原
龍
三
郎
が
戦
後
、

　ム
　

「何
か
大
き
な
も
の
に
抵
抗
し
て
絵
を
描
く
と

い
う
気
持
が
あ

っ
た
」
と
発
言

し
て
い
る
の
は
、
率
直
な
実
感
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
敗
戦
後

の
風
潮
が
生

み
出
し
た
、
過
去
を
合
理
化
す
る
言
葉
だ
と
理
解

し
た
い
。
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三

ア
ジ
ア
を
描
く
日
本
絵
画

近
代
日
本
絵
画
は
、
日
本
に
よ
る
帝
国
主
義
的
軍
事
的
な
ア
ジ
ア
支
配
と
、

決
し
て
無
関
係
で
は
あ
り
得
な
か

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
十
九
世
紀

フ
ラ
ン
ス
の

オ
リ

エ
ソ
タ
リ
ズ
ム
絵
画
と
比
べ
、
概
し
て
作
品
に
政
治
性
が
希
薄
で
あ
る
こ

と
も
、
ま
た

一
面

の
事
実
で
あ
る
。
官
能
、
残
虐
、
暴
力
と
い
っ
た
、

オ
リ
エ

ソ
タ
リ
ズ

ム
絵
画

で
反
復
さ
れ
た
主
題
は
、

ア
ジ
ア
を
舞
台
と
す
る
近
代
日
本

絵
画

に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
ド
ラ

ク
ロ
ワ
の

《
キ
オ

ス
島

の
虐
殺
》

(
一
八
二
三
-
二
四
年
)
や
ア
ン
リ

・
ル
ニ
ョ
ー

(団
①ロ
ユ

園
Φαq
口
〇三
二

八
四
三

i

一
八
七

一
)
の

《グ

ラ
ナ
ダ

の

マ
ウ

ル
諸

王

の
も
と

で
の
裁
判

ぬ
き

の
処

刑
》
(
一
八
七
〇
年
)
に
曲
ハ型
的
な
、
野
蛮

で
残
虐
な
オ
リ
エ
ソ
ト
人
と
い
う
無

遠
慮
な
表
現
と
比
較
す
る
な
ら
ぽ
、
近
代
日
本
美
術
の
ア
ジ
ア
表
象
は
、
ま
だ

極
め
て

「穏
や
か
な
」
も
の
で
あ

っ
た
。
日
本

の
美
術
は
概
し
て
、
北
京
時
代

の
梅
原
龍
三
郎

の
よ
う
に
、
政
治
を
避
け
、

歴
史
観
や
世
界
観
を
括
弧

に
入
れ

て
し
ま
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の
芸
術
と
し

て
の
地
位
を
安
泰
な
も

の
に
保
と

う
と
す
る
傾
向
が
強
い
の
か
も
知
れ
な

い
。

し
か
し

一
方

で
、
昭
和
十
年
代
の
半
ば

の
戦
争
画
か
ら
は
、
帝
国
主
義
と
絵

画
と
の
結
び
付
き
が
、
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を
帯
び
て
、
大
量

に
立
ち
現
れ

て
く
る
。
こ
の
分
野
に
関
し
て
は
、

一
九
八
○
年
代

か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て

研
究
が
急
速

に
進
展
し
、
そ
し
て
ま
も
な
く
終
息
し
て
い
っ
た
。
そ
の
過
程

で

誕
生
し
た
数
多
く

の
業
績

に
、
例
え
ぽ
菊
畑
茂
久
馬

『
フ
ジ
タ
よ
眠
れ

絵

描

き
と
戦
争
』
(葦
書
房
、

一
九
七
八
年
)、
田
中

日
佐

夫

『日
本

の
戦
争
画

そ
の
系
譜
と
特
質
』
(ぺ
り
か
ん
社
、

一
九
八
五
年
)、
司
修

『戦
争
と
美

術
』
(岩
波
書
店
、

一
九
九
二
年
)、
小
沢
節
子

『
ア
ヴ

ァ
ソ
ギ

ャ
ル
ド

の
戦
争

体
験
』

(青
木
書
店
、

一
九
九
四
年
)、
若
桑
み
ど
り

『戦
争
が

つ
く
る
女
性
像
』

(筑
摩
書
房
、

一
九
九
五
年
)、
丹
尾
安
典

・
河
田
明
久

『
イ
メ
ー
ジ

の
な
か
の

戦
争
』
(岩
波
書
店
、

一
九
九
六
年
)、
『朝
日
美
術
館
、
テ
ー
マ
編

一
、
戦
争

と

絵
画
』
(朝
日
新
聞
社
、

一
九
九
六
年
)
等
が
あ
る
。

近
代
日
本

の
美
術
に
は
、
戦
争
画
以
外

に
も
、
西
洋

オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ

ム
絵

画

に
匹
敵
す
る
量
の
、
植
民
地
を
題
材
と
し
た
作
品
が
存
在
す
る
。
大
日
本
帝

国
に
よ
る
東

ア
ジ
ア
全
域

に
及
ぶ
支
配
や
占
領
を
背
景
に
、
多
く
の
日
本
人
画

家
が
朝
鮮
や
台
湾
、
南
洋
、
さ
ら

に
は
満
洲
を
含
む
中
国
大
陸
を
訪
れ
、
そ
の

風
景
や
風
俗
を
描
い
た
。
従
来
あ
ま
り
意
識
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
問
題
で
は
あ

る
が
、
日
本

の
画
家
が

い
か
に
多
く
の
刺
激
を
ア
ジ
ア
か
ら
得

て
き
た
か
は
、

わ
れ
わ
れ
の
脳
裏
に
焼
き
付
け
ら
れ
た
名
作

の
数
々
を
、
記
憶
の
倉
庫
か
ら
引

き
出
す
だ
け
で
、
容
易
に
理
解

で
き
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
丹
尾
安
典
氏

が
述
べ
る
よ
う
に
、
従
来
は

「朝
鮮
半
島
や
台
湾
を
は
じ
め
中
国

.
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
と
の
か
か
わ
り
は
、

(そ
こ
に

「文
化
的
支
配
」
が
み
と
め
ら
れ
う
る
に
も
　
ゐ
　

か
か
わ
ら
ず
)、
あ
ま
り
美
術
史

の
議
論

の
枠

の
中

に
は
入

っ
て
こ
な
か

っ
た
」

と
言
え
よ
う
。

こ
こ
で
は
、
戦
争
画

の
詳
細
に
関
し
て
は
先
に
挙
げ

た
研
究
業

績

に
譲
る
こ
と
と
し
、
専
ら
ア
ジ
ア
を
描
い
た
近
代
日
本
絵
画
を
概
観
し
て
お

こ
麺
・
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近代日本絵画のアジア表象

冒
頭

で
述
べ
た
よ
う
に
、
開
国
後

に
初

め
て
中
国
大
陸
を
描

い
た
の
は
高
橋

由

一
で
あ

っ
た
。
《
上
海
日
誌
》
及
び
帰
国
後
に
制
作
さ
れ
た

《
上
海
渡
航
図

巻
》
に
は
、
鎮
江

の
金
山
寺
な
ど

の
名
所
風
景
や
、
市
中

の
様

々
な
風
俗

の
素

描
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
当
時
、
広
州

・
澳
門

・
香
港
と
い
っ
た
貿
易
港

で
は
、
西
洋
人
画
家
が
情
報
収
集

の

一
環

と
し
て
絵
を
描

い
て
い
た
。
ま
た
、

油
絵

の
技
法
を
習
得
し
た
中
国
人
画
家

に
よ

っ
て
、
い
わ
ゆ
る
チ
ャ
イ
ナ

・
ト

レ
ー
ド

・
ペ
イ

ソ
テ
ィ
ソ
グ

ス

(〇
三
墨

臼
鑓
α
Φ
℃
巴
導
ヨ
ひq
ω)
と
呼
ぼ

れ
る
風

景
画
な
ど
が
量
産
さ
れ
て
い
た
。
「中
国
の
南
部
沿
岸
地
域
お
よ
び
東
南

ア
ジ

ア
を
モ
チ
ー
フ
に
描

い
た
画
家

に
グ
レ
ー
ト

・
マ
ス
タ
ー
す
な
わ
ち
巨
匠
と
称

　
　
　

え
ら
れ
る
よ
う
な
画
家
が
い
な
か

っ
た
」

と
は
言
え
、
ジ

ョ
ー
ジ

・
チ
ネ
リ
i

(Ω
①
o「ひq
Φ

O
霞
昌昌
Φ曙
」

七
七
四
-

一
八
五
二
)
や
オ
ー
ギ

ュ
ス
ト

・
ボ

ル
ジ

ェ

(諺
二σq⊆
馨
①
しd
o
『ひqΦ計
一
八
○
八
-

一
八
七
七
)
ら

の
名

は
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
日
本
人
画
家
高
橋
由

一
の
上
海

ス
ケ
ッ
チ
は
、
写
実
的
中
国
表
象
と
い
う
意
味

で
は
、
西
洋
諸
国
に
比
べ
て
遥

か
に
出
遅
れ
た
出
発
で
あ

っ
た
。

明
治
時
代
に
描
か
れ
た
ア
ジ
ア
は
、
沿
岸
貿
易
港

の
光
景
及
び
日
清

・
日
露

戦
争

の
戦
場
の
情
景
、
専
ら
こ
の
二

つ
に
占

め
ら
れ
て
い
る
。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に

渡
航
す
る
手
段
が
船
以
外
に
な
か

っ
た
時
代
、
横
浜
や
神
戸
や
長
崎
を
出
航
し

た
客
船
は
、
必
ず

ア
ジ
ア
の
港
湾
都
市
に
寄
港
す
る
。
汽
船
が
上
海

・
香
港

・

サ
イ
ゴ
ン

・
シ
ソ
ガ
ポ
ー
ル
・
ペ
ナ
ン

・
コ
ロ
ン
ボ
等

の
港
町
に
停
泊
し
、
燃

料
や
食
料

の
補
給
を
し
て
い
る
間
、
洋
行
途

上
の
画
家
た
ち
は
桟
橋
か
ら
上
陸

し
、

そ

れ

ぞ

れ

の
都

市

の
水

彩

ス

ケ

ッ
チ

を
残

し

た

。

例

え
ば

、

小

山

正

太

郎

(囚
o
冨

ヨ
①

ω
げ
α
け
霞
α
二

八
五

七
-

一
九

一
六
)

の

《
香

港

碇

泊

中

》

(
一
九

〇
〇

年
)

や

浅

井

忠

(〉
ω
巴

O
ゴ
戸

一
八

五
六

-

一
九

〇

七
)

の

《
香

港

》

(
一
九

〇

二

年
)
、

原

撫

松

(=
⇔
蠢

bU
⊆
ωげ
ρ

一
八
六

六
ー

一
九

一
二
)

に

よ

る

《
上

海

風

景

》

《
香

港

風

景

》

(
一
九
〇

四
年

)

な

ど

が

こ

れ

に
相

当

す

る
。

戦

地

を

描

い

た

も

の

と

し

て

は
、

台

湾

出

兵

を

背

景

と

す

る

下

岡

蓮

杖

(ω
巨
ヨ
o
.o
醤
9

国
①
且
9

一
八
二

三
-

一
九

一
四
)

の

《
台

湾

戦

争

図

》

(
一
八

七

六

年
)

が

初

期

の
も

の

で
、

次

い

で
日

清

戦

争

と

な

る

と
、

浅

井

忠

・
黒

田

清

輝

(国
霞
。
量

ω
Φ
一貫

一
八
六
六
1

一
九

二
四
)
・
山

本

芳

翠

(図
四
ヨ
m
日
。
8

=
α
ω
⊆
二

八
五
〇
1

一
九

〇

六
)
・
久

保

田

米

僊

(丙
⊆
び
o
鼠

ud
①
δ
Φ
P

一
八

五

ニ
ー

一
九

〇

六
)

ら

一
流

の
画

家

が

従

軍

し

て

い

る

。

日

露

戦

争

で
も

、

山

本

芳

翠

・
小

山

正

太

郎

・
小

杉

未

醒

(内
。
ω
⊆
σq
一
賽

ω
9

一
八

八

一
-

一
九

六

四
)
・
橋

本

関

雪

(=
甲

ω匡
日
。
8

内
き

ω2
ω～

一
八

八

三
-

一
九

四

五
)

ら

が

従

軍

し

た

。

明

治

美

術

に

お
け

る

ア
ジ

ア
表

象

は

、

漢

画

の
伝

統

を

受

け
継

ぐ

文

人

画

や

歴

史

画

な

ど

を

除

き

、

専

ら

戦

場

か

港

町

の
ど

ち

ら

か

に
限

ら

れ

て

い

た

の

で
あ

る
。

と

こ

ろ

が

明

治

末

か

ら

大

正

年

間

に
入

る

と

、

画

家

が

個

人

で
中

国

内

陸

を

旅

行

す

る

よ

う

に

な

っ

て

く

る
。

そ

の

早

い

例

は

、

エ

ミ

ー

ル

・
ガ

レ

(国
弖

一Φ
Ω
①
濠

二

八
四

六
-

一
九
〇

四
)

ら

ア

ー

ル

・
ヌ
ー

ボ

ー

の
芸

術

家

と

の

交

流

で

も

知

ら

れ

る
、

高

島

北

海

(日
鴇

鋤
ωぼ
日
鋤
出
。
葵

鋤
二

八
五

〇
1

一
九

三

一
)

で
あ

る
。

彼

は

一
九

〇

六

(明

治

三
十

九

)
年

の
中

国

旅

行

で

の
素

描

に

基

づ

き

、

翌

一
九

〇

七

年

に

『
支

那

百

景

』

を

出

版

し

た
。

ま

た
福

田

眉

山
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(閏
爵

⊆
量

bd
一鎚

員

一
八
七

五
-

一
九

六
三
)

は
、

一
九

〇

九

年

か

ら

一
九

一
二
年

に

か

け

て
中

国

各

地

を

巡

り

、

『支

那

大

観

』

(
一
九

一
六
年

)

を

刊

行

、

一
九

　　
　

一
九

年

に

は

《
支

那

三
十

画

巻

》

を
完

成

し

た

と

い
う

。

さ

ら

に
、

一
九

〇

九

年

に

は
冨

田

渓

仙

(↓
o
ヨ
凶富

内
巴
ω
Φ
員

一
八
七

九
-

一
九

三

六
)
が

、

一
九

一
〇

年

に

は

横

山

大

観

・
寺

崎

広

業

(↓
Φ
蠧

芻
紅

囚
α
ひq
《
ρ

一
八
六

六

ー

一
九

一
九
)

ら

が

中

国

へ
出

か
け

て

い

る
。

大

正
時

代

に

な

る

と

、

中

国

大

陸

・
台

湾

・
朝

鮮

・
南

洋

と

い

っ
た
地

域

へ
、

大

勢

の
画

家

が

続

々

と

足

を

運

ん
だ

。

橋

本

関

雪

、

藤

島

武

二
、

今

村

紫

紅

、

和

田

三

造

(芝

巴

鋤
ω
き

N
ρ

一
八

八
三
-

一
九

六

七
)
、

前

田

青

邨

、

有

島

生

馬

(》
ユ
ω匡
ヨ
⇔
H
吋
⊆
ヨ
P

一
八

八

ニ
ー

一
九
七

四
)
、

平

福

百

穂

(目
一蠢
富
ざ

=
冨

ざ

ω旦

一
八
七

七

-

一
九

三

三
)
、

木

下

杢

太

郎

(内
ぎ
○
ω三
雷

]≦
o
貯
旨
輿

ρ

一
八
八
五

-

一
九

四
五
)
、

小

杉

未

醒

、

山

本

森

之

助

(団
鋤
日
鋤
ヨ
0
8

舘

o
H
言
o
ω
ロ
吋
ρ

一
八
七
七

-

一
九

二

八
)
、

石

井

柏

亭

、

伊

原

宇

三

郎

、

竹

内

栖

鳳

(↓
爵

Φ
琴
匡

ω
Φ
筐
α
二

八

六

四

-

一
九

四

二
)
、

木

村

荘

八

(固

ヨ
ξ

四
ω
ま

冨

。
耳

一
八
九

三
-

一
九

五

八
)
、

都

路

華

香

(↓
ω昌

内
艮

ρ

一
八

七
〇

1

一
九

三

一
)
、

川

合

玉

堂

(丙
鋤
薯
巴

O
矯
○
ざ

&

二

八
七

三
-

一
九

五
七

)
、

近

藤

浩

一
路

(〆
。
口
α
α

国
9
。
甑
『
P

一
八

八

四
ー

一
九

六

二
)
、

満

谷

国

四

郎

(賽

誘
暮
蝉
巳

囚
ロ
罍

三
『
ρ

一
八
七

四
-

一
九

三
六

)
、

鹿

子

木

孟

郎

(閑
き

。
ぎ

ひq
一

日
拿。
吋
Φ
ωぼ
H
ρ

一
八
七

四
-

一
九

四

一
)
、

山

本

鼎

、

土

方

久

功

(自
注
冨

富

田

ω
甲

犀
簿
ω
⊆
二

九
〇

〇
1

一
九

七

七
)
、

上

野

山

清

貢

、

三

岸

好

太

郎

。

こ

の
大

正

年

間

の

ア
ジ

ア
旅

行

者

リ

ス

ト

は
、

当

時

の
有

力

画

家

の
名

簿

と

、

ほ

と

ん

ど

重

な

っ
て

し

ま

う

。

明
治
以
降

の
日
本
で
は
、
画
家
に
よ
る
ア
ジ
ア
渡
航
が
、
極
め
て

一
般
的
な

も
の
と
な

っ
て
い
た
。
日
本
人

の
絵
か
き
は
、
た
い
て
い
生
涯
に

一
度
は
ア
ジ

ア
体
験
を
す
る
も

の
で
あ
り
、
画
家
た
ち
の
ア
ジ
ア
旅
行
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

へ

の
留
学
以
上
に
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
だ

っ
た
。
近
代
日
本

の
画
家
に
と

っ
て
、
ア
ジ
ア

を
訪
れ
て
仕
事
を
残
す

こ
と
は
、
芸
術
家
の
キ
ャ
リ
ア
と
し
て

一
種
の
必
須
科

目
の
よ
う
な
も
の
に
な

っ
て
い
た
。
十
九
世
紀

フ
ラ
ン
ス
絵
画

に
お
け
る
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ

ム
美
術
が
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ
、

ア
ン
グ

ル
、
ジ

ェ
ロ
ー
ム

(一$
『

頴
。昌
O
騨
oヨ
Φ」

八
二
四
-

一
九
〇
四
)
を
は
じ
め
と
し
た
、
比
較
的

一
部

の

オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ

ム
の
画
家
に
よ

っ
て
担
わ
れ
て
い
た
の
と
は
異
な
り
、
二
十

世
紀
の
日
本
人
画
家
に
お
い
て
は
、

ア
ジ
ア
を
描
く
こ
と
が
画
業

の
少
な
か
ら

ぬ
部
分
を
占

め
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

阿
部
良
雄
は
、

フ
ラ
ソ
ス
の
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
が
量
的
な
意
味
で
最

高
潮

に
達
し
た
の
が
、
十
九
世
紀
後
半
で
あ

っ
た
と
指
摘
し
た
上

で
、
コ

八

は
ん
ち
ゆ
う

七
四
年
、
七
五
年

の
官
展
に
展
示
さ
れ
た
作
品
中
ほ
ぼ
四
%
が

こ
の
範
疇
に
入

　お
　

る
も

の
だ

っ
た
」
と
い
う
統
計
を
紹
介
し
て
い
る
。
日
本

の
文
展

・
帝
展
で
も
、

ほ
ぼ
毎
回
ア
ジ
ア
を
主
題
と
し
た
作
品
が
並
ん
だ
。
日
本

の
各
種
展
覧
会
は
ま

た
、
ア
ジ
ア
出
身

の
画
家
を
も
内
部

に
取
り
込
ん
で
い
っ
た
。
朝
鮮
半
島

の
画

家
と
し
て
は
、

一
九

一
六
年
に
金
観
鎬

(固
ヨ
内
零
き
出

ρ

招
哥
立
、

一
八
九

〇
1

一
九
五
九
)
が
初
め
て
文
展

に
入
選
し
て
以
来
、
羅
意
錫

(菊
冨

自
《
曾

ω
8
ぎ

吁
司
眉
、

一
八
九
六
-

一
九
四
八
)
[帝

展
]
・
旦
ハ本
雄

(囚
。
。

じd
。
『

煢
。
。口
oq
℃

子
呈
。τ
、

一
九
〇
六
-

一
九
五
三
)
[独
立
美
術
協
会
展
]
・
金
仁
承
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近代日本絵画のアジア表象

(固

ヨ

H『

oり
0
8

αq
鳩

招

虹
ム
。
、

一
九

一

一
1

)

[
光

風

会

展

・
新

文

展

]
・
李

仁

星

(い
Φ
①

H
『

ω
⊆
口
σq
"

d
,望

噌
、

一
九

一
ニ
ー

一
九

五
〇

)

[
帝

展

]
・
金

煥

基

(田

ヨ

芝

冨

『

円
把

招

屠

71

、

一
九

一
三
-

一
九

七

四
)

[
二

科

展

・
自

由

美

術

家

協

会

展

]
・
李

快

大

(ピ
Φ
Φ
O
¢
Φ
-
U
ρ

、
訓

朝
、

一
九

一
三
ー

p
)

[
二

科

展

]
・
崔

載

徳

(9

0
一
〇
冨

Φ
肖

8

ぎ

司
刈

月
、

一
九

一
六
1

り
・)

[
二
科

展

・
新

制

作

派

協

　　
　

会
展
]
と
い
っ
た
人
物
が
出
て
い
る
。
台
湾

人
で
は
、
帝
展

に
初
め
て
入
選
し

ち
ん
ち
よ
う
は

り

ば
い
じ
ゆ

た

陳

澄

波

(0
げ
①
口
0
げ
①
旨
αq
-
bd
o
L

八

九

五

-

一
九

四

七
)

以

後

、

李

梅

樹

(団

よ
う
さ
ん
ろ
う

ζ
Φ
〒
ω
冨

L

九

〇

ニ
ー

一
九

八
三
)

[新

文

展

凵
・
楊

三

郎

(団
穹

ひq

ω
餌
『

い
譽

σq
℃

一
九

〇

八
ー

一
九
九

五
)

[
春

陽

展

]
・
糞

稀

撫
…
(=

ω
三
〒

〇
三
9
0
L

九
〇

八
-

一

り
ゆ
う
け
い
し
よ
う

九

九
五

)

[
帝

展

]
・
劉

啓

祥

(団

二

〇
露
-
=
ω
貯
轟

L

九

一
〇

ー

一
九

九

八
)

[
二

こ
う
ず

い
り
ん

科

展

]
・
洪

瑞

麟

(=
篝

ぴq

』
三
-
=
昌
二

九

一
ニ
ー

一
九

九

五

)

[
春

陽

展

]

ら

を

　　
　

り
ゆ
う
え
い
ふ
う

輩
出
し
た
。
満
洲
に
は
、
た
び
た
び
文
展

に
入
選
し
た
劉
栄
楓

(い
冨

閑
8
ひq
-

　お
　

か
ん
し

ら
ん

国
9
ひq
)
が
お
り
、
上
海
に
も
関
紫
蘭

(Ω
§

口
N
〒
い
き
)
「二
科
展
]
が

い
た
。

さ
て
、
植
民
地
に
居
住
ま
た
は
短
期
滞
在

し
た
、
比
較
的
名
前

の
知
ら
れ
て

い
な
い
日
本
人
画
家

に
つ
い
て
も
、
注
意

を
払
う
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。
朝
鮮

半
島
に
関
し
て
は
、

一
九
〇
六
年

に
官
立
漢
城
師
範
学
校

の
美
術
教
師
と
し
て

赴
任
し
た
児
島
元
三
郎
、
同
年

に
朝
鮮
を
訪

れ
た
南
画
家
久
保
田
天
南
、

一
九

〇
八
年
頃
に
講
習
所
を
開
設

し
た
日
本
画

家
清
水
東
雲
、

一
九
〇
八
年

に
高

宗

・
純
宗
の
前

で
揮
毫
会
を
行

っ
た
佐
久

間
鉄
園

(ω
。。ざ
日
勇。
↓
①
房
⊆
、ΦP
一
八

五
〇
1

一
九
二

一
)
な
ど

の
存
在
が
知
ら
れ

て
お
り
、
ま
た

一
九
〇
九
年

に
は
、

後
に

「朝
鮮
美
術
界

の
回
顧
」
と
い
う
文
章

を
書
く
こ
と
に
な
る
日
吉
守
が
、

　　
　

京
城
中
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
朝
鮮
半
島

で
活
動
し
た
日

本
人
画
家
と
し
て
、
天
草
神
来
、
福
井
耕
美
、
藤
野
静
輝
、
山
本
梅
涯
、
安
藤

仲
太
郎
、
木
本
芝
仙
、
和
田

一
海
、
渡
辺
香
涯
、
上
原
軌
洲
と
い
っ
た
名
前
が

伝
わ

っ
て
い
る
。
さ
ら
に

一
九

一
五
年
に
は
、
在
朝
鮮
日
本
人
西
洋
画
家

に
よ

る
朝
鮮
美
術
協
会
が
組
織
さ
れ
た
。

一
方
台
湾
で
は
、
石
川
欽

一
郎

(尻
三
冨
毒
鋤
内
貯
、ド
三
Hρ
一
八
七

一
-

一
九
四

五
)
の
活
躍
が
知
ら
れ
て
い
る
。

一
九
〇
七
年
に
渡
台
し
た
石
川
欽

一
郎
は
、

一
九

一
六
年
に

一
旦
帰
国
し
た
後
、

一
九
二
四
年

に
再
度
台
湾

に
渡
る
。
そ
の

　　
　

聞
、
積
極
的
に
美
術
教
育
に
携
わ
り
、
多
く
の
台
湾
人

の
画
家
を
育
て
た
。

ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
比
較
的
高
名
な
画
家
が
植
民
地
で
活
躍
し
た
例
と
し
て
、
ア

ル
ジ

ェ
リ
ア
に
住
ん
だ

フ
ラ
ソ
ス
人
画
家

エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ

・
デ

ィ
ネ
の
名
が
挙

げ
ら
れ
る
が
、
石
川
欽

一
郎

の
場
合
は
、
現
地

で
後
進
を
指
導
し
た
点
が
特
筆

さ
れ
る
。
ま
た
塩
月
桃
甫
が
台
北
高
等
学
校
及
び
台
北

一
中

で
、
郷
原
古
統
が

　あ
　

第
三
高
等
女
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
美
術
教
師
を
務
め
つ
つ
指
導
力
を
発
揮
し
、
さ

　
お
　

ら
に
日
本
画
の
分
野
で
も
木
下
静
涯
の
活
躍
が
知
ら
れ
て
い
る
。
満
洲

に
眼
を

転
じ
る
な
ら
ば
、

一
九

一
六
年

に
三
井
良
太
郎
が
大
連
洋
画
研
究
所
を
開
設
し

　　
　

て
以
来
、
多
様
な
美
術
活
動
が
展
開
し
た
。

植
民
地
で
の
美
術
活
動
の
隆
盛

に
伴

っ
て
、
外
地
で
は
内
地
日
本

の
帝
展
を

意
識
し
た
官
展
が
、
順
に
設
置
さ
れ
て
ゆ
く
。
朝
鮮
半
島

で
は

一
九
二
二

(大

正
十

一
)
年

に
朝
鮮
美
術
展
覧
会

(鮮
展
)
が
開
催
さ
れ
、
次
い
で
台
湾
で
は

一
九
二
七

(昭
和
二
)
年

に
台
湾
美
術
展
覧
会

(台
展
)
が
誕
生
、
満
洲
で
も
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一
九
三
八

(昭
和
十
三
)
年
に
満
洲
国
美
術
展
覧
会

(国
展
)
が
開
設
さ
れ
た
。

帝
展
ま
た
は
文
展
を
中
心
と
し
て
、
鮮
展

・
台
展

・
国
展
と
い
う
、
壮
大
な
大

日
本
帝
国
官
設
美
術
展
覧
会
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た

植
民
地

の
官
展
は
、
美
術
上

の
権
威
を
維
持

す
る
た
め
に
、
内
地

の
有
力
画
家

を
審
査
委
員
と
し
て
招
待
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。
多
く

の
日
本
人
画
家
が
、
こ

の
シ
ス
テ
ム
に
よ

っ
て
、
ア
ジ
ア
旅
行
に
出

か
け
て
い
る
。

昭
和
十
年
代

に
な
る
と
、
さ
ら
に
陸
軍

・
海
軍
の
派
遣
と
い
う
形
で
、
極
め

て
多
数

の
画
家
が

ア
ジ
ア
各
地
を
訪
れ
た
。
戦
時
期
に
は
、
日
本
人
画
家

の
ア

ジ
ア
旅
行
は
ま
す
ま
す
増
え
て
い
っ
た
。
彼

ら
従
軍
画
家
は
、
従
軍
と
い
う
用

語

の
も
の
も

の
し
さ
と
は
裏
腹

に
、
戦
場

の
後
方
を
悠
然
と
旅
行
し
た
に
過
ぎ

な
か

っ
た
か
ら
、
ご
く

一
部

の
例
外
を
除

い
て
ま
ず
戦
死
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
そ
の
実
態
は
、
国
家

の
要
請
を
盾
に
し
た
大
名
旅
行

で
あ
り
、
彼
ら
に
と

っ
て
陸
海
軍
は
、
東

ア
ジ
ア
全
域
に
交
通
網

を
張
り
巡
ら
せ
て
い
た

一
種
の
旅

行
代
理
店

の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
。
特

に

一
九
三
八
年

か
ら

一
九
四
四
年
ま

で
の
七
年
間
は
、
日
本
人
画
家

に
よ
る

一
大

ア
ジ
ア
旅
行
ブ
ー
ム
と
な

っ
て
い

る
。
僅
か
数
年

の
間
に
、
芸
術
上
の
立
場
も
様
々
な
画
家
が
、
次
々
と
ア
ジ

ア

各
地
域
に
出
か
け
、
厖
大
な
量
の
作
品
を
残

し
た
の
で
あ

る
。

四

同
質
性

の
強
調

近
代
日
本
美
術
に
お
い
て
、
ア
ジ
ア
は
ま
さ
に
日
本

の
オ
リ

エ
ソ
ト
で
あ

っ

た
わ
け
だ
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
果
た
し
て
植
民
地
を
描

い
た
作
品
に
は
、
み

な
オ
リ

エ
ソ
タ
リ
ズ
ム
の
影
響
が
刻
印
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
が
西

洋
か
ら
オ
リ
エ
ソ
タ
リ
ズ
ム
を
吸
収

し
、
こ
れ
を
ア
ジ
ア
に
適
用
し
た
と
い
う

議
論

に
よ

っ
て
、
日
本
絵
画

の
ア
ジ
ア
表
象
を
論
じ
切
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ

ろ
う
か
。
植
民
地
を
描

い
た
日
本

の
絵
を
、

オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
類
推

で
分

析
す
る
こ
と
は
、
実

は
関
連
す
る
多
く

の
作
品
の

一
部
分

に
し
か
有
効

で
は
な

い
の
で
は
な
い
か
。

い
や
む
し
ろ
、
近
代
日
本
絵
画
に
お
け
る
ア
ジ
ア
表
象
を

考
え
る
上
で
、
オ
リ

エ
ソ
タ
リ
ズ
ム
摂
取
論
は
却

っ
て
判
断
を
誤
ら
せ
る
危
険

性
が
あ
る
。
ジ

ョ
ン

・
ク
ラ
ー
ク
氏
は
、
「欧
米
で
の

「
オ
リ

エ
ソ
タ
リ
ズ
ム
」

的
言
説
と
の
類
似
関
係

の
も
と
に
日
本

の
行
為
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
じ

つ
は
、

　
お
　

中
国

に
お
け
る
日
本

の
実
際

の
行
為
が
見
え
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
て
い
る
」
と

指
摘
す
る
。

で
は
、
そ

の
見
え
な
く
な

っ
て
い
る
も

の
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、
近
代
日
本

美
術
が

ア
ジ

ア
を
表
象
す
る
際

に
採
用
し
た
、

一
つ
の
明
確
な
傾
向
、
す
な
わ

ち
同
質
性
の
強
調

で
あ
る
。
内
鮮

一
体
、
同
文
同
種
、
日
支
親
善
、
五
族
協
和
、

八
紘

一
宇
、
大
東
亜
共
栄
圏
。

こ
の
よ
う

に
、
戦
前

の
東

ア
ジ
ア
支
配

の
宣
伝

文
句
を
い
く

つ
か
並
べ
て
見
る
だ
け
で
、
日
本
と
ア
ジ
ア
が
同
じ
で
あ
る
と
主

張
す
る
事
が
、

い
か
に
政
治
的
意
味
を
持

っ
て
い
た
か
を
感
得
で
き
る
だ
ろ
う
。

大
日
本
帝
国
で
は
、
非
キ
リ
ス
ト
教
諸
国
を

「他
者
」
と
し
て
表
象
す
る
西
洋

オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
は
異
な
る
、
独
自

の
言
説
や
表
象
が
展
開
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

京
城

(現
在
の
ソ
ウ
ル
)
の
朝
鮮
総
督
府
に
飾
ら
れ
て
い
た
和
田
三
造

の
壁
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近代日本絵画のアジア表象

画

《
羽
衣
》

(
一
九
二
六
年
、
図
8
・
9

[画
稿
])
は
、
日
本
と
朝
鮮

の
同
質
性

を
表
象
す
る
行
為
が
、
ど
の
よ
う
な
政
治
的
文
脈

で
…機
能
し
て
い
た
か
を
如
実

に
示
し
て
い
る
。

一
九
二
六
年
に
落
成
し
た
朝
鮮
総
督
府
の
建
物
は
、
金
泳
三

政
権
の
手

で
解
体
さ
れ
て
現
存
し
な
い
が
、
和
田
三
造
に
よ
る
中
央
ホ
ー
ル
の

壁
画
は
、
羽
衣
伝
説
を
題
材
と
し
て
い
た
。
和
田
三
造
は
、
日
本
と
朝
鮮

の
双

方
に
羽
衣
伝
説
が
存
在
す
る
こ
と
に
着
目
し
た
の
で
あ
る
。
木
下
直
之

「
ソ
ウ

ル
に
残
る
和
田
三
造

の
壁
画
」
が
引
用
す
る
岩
井
長
三
郎

の
文
章
が
、
主
題
選

図8和 田三造 《朝鮮総督府壁画 「羽衣」画稿A》1921-24年 、紙 本彩色 、各

48×155セ ンチメー トル、個人蔵。

定

の
経
緯
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

遂
に
大
正
十

一
年
九
月

一
流

の
洋
画
家
と
し
て
知
ら
れ
て
居
る
和
田
三
造

氏
に
依
嘱
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
扨
て
画
題
と
な
る
と
簡
単
に
片

付
る
訳

に
は
行
き
ま
せ
ん
。
軟
か
な
而
も
深

い
印
象
を
與
ふ
る
も

の
と
云

ふ
の
で
、
歴
史
伝
説

の
す
べ
て
に
亙
り
諸
大
家

の
意
見
を
叩
い
た
結
果
は
、

日
鮮
類
似

の
伝
説

に
天
女
を
画
題
と
し
た
の
が
あ
り
ま
す
。
内
地
を
表
は

図9和 田三造 《朝 鮮総督 府壁 画 「羽 衣」画 稿B》1921-24年 、紙 本彩 色、

26×38セ ンチ メー トル、個人蔵。

す
も

の
と
し
て
は
富
士
を
背
景
と
し
て
三
保

の

松
原

の
羽
衣
、
朝
鮮
の
代
表

に
は
金
剛
山
を
背

景
と
し
て
或
る
木
挽
が
ノ

ロ
の
傷

い
た
を
助
け

て
天
女
の
天
降
り
と
な

つ
た
と
云
ふ
、
此

の
二

代
表
伝
説
を
絵
画
化
し
た
も
の
で
、
尚
此

の
他

に
日
鮮
風
俗

の
交
渉
を
表
は
し
た
も

の
を
画
く

こ
と
に
な
つ
て
、
目
下
下
絵
構
図
中
で
九
月
に

　む
　

は
出
来
る
こ
と
に
な

つ
て
居
ま
す
。

こ
の
壁
画

の
仕
事
は
、
画
家

に
と

っ
て
も
大
変
な

事
業

で
あ

っ
た
よ
う
だ
。
「和
田
三
造
伝
」
に
よ
る

と
、
実
際
の
制
作

は
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。

総
督
府
新
庁
舎
完
成
に
当
り
、
同
館
中
央
大
ホ
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ー
ル
両
翼
に
掲
げ
る
大
壁
画

の
揮
毫
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ

の
た
め
翌
年

(大
正
十
年
)
に
は
別
個

の

一
団
を
組
織
し
、
妻
英
子
の
郷

里
静
岡
県
見
付
町

の
大
久
保

の
実
家
の

一
部
を
借
用
し
て
製
作
に
当

っ
た
。

関
係
者
は
寺
尾
作
次
郎
、
大
西
豊
次
郎
、
木
下
邦
子
、
山
田
正
三
、
細
井

繁
成
、
西
野
弘
、
山
田
武
平
ら
で
あ

っ
た
。
画
題
は
正
面
半
円
形
壁
画

に

は
羽
衣
と
称
し
天
女
天
翔
け
る
姿

に
対

し
て
、
背
面
に
は
朝
鮮
金
剛
山

の

雄
姿
、
袖
壁

一
方
は
古
代
日
本
風
俗
、
片
面
は
現
代
朝
鮮
風
俗
を
配
し
た

も
の
で
、
あ
ら
ゆ

る
前
例
を
参
考
と
し

て
特
殊

キ
ャ
ン
バ

ス

(主
と
し
て

特
製
日
本
紙
を
土
台
と
し
た
)
を
工
夫

作
製

し
、
朝
鮮
ま
で
送
り
現
場
取

付
を
行
な

っ
た
。
こ
れ
は
着
想
か
ら
完

成
ま
で
足
掛
け
三
年
を
要

し
、
大

正
十
三
年

に
完
成
し
た
。
総
金
額
六
万
円
と
い
う
莫
大
な
画
料
は
、
さ
す

　れ
　

が
に
総
督
府
建
築
課
と
し
て
も
分
割

で
支
払
わ
れ
た
由
で
あ
る
。

画
稿
を
見
る
と
、
三
枚
で
構
成
さ
れ
る
半

円
形
の
壁
画
が
計
ニ
セ
ッ
ト
、
そ

の
他

に
袖
壁
用

の
縦
長

の
絵
が

二
点
あ
る
。

ど
ち
ら
も
日
朝
合
わ
せ
て

一
組
に

な

っ
て
い
る
が
、
双
方
の
作
品
は
雰
囲
気
が

非
常
に
類
似
し
て
い
る
。

こ
こ
に

は
、
朝
鮮
を
異
文
化
と
し
て
低
く
扱
う
姿
勢

も
な
く
、
ま
た

「我
々
」
日
本
人

と
は
異
質
な
、
「
彼
ら
」
朝
鮮
人
と
い

っ
た
視
点
も
全
く
存
在
し
て
い
な
い
。

袖
壁
用
の
二
点
は
、
そ
れ
ぞ
れ
現
代
朝
鮮
風
俗
と
古
代
日
本
風
俗
を
題
材
と
し

て
い
る
が
、

こ
の
風
景
画

の
中
か
ら
は
、
「
現
代
」
朝
鮮
と

「古
代
」
日
本
が

対
比
さ
れ
る
と
い
う
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
を
除

い
て
、

一
見

い
か
な
る
差
別
を
も
読

み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
和
田
三
造

の
壁
画

《
羽
衣
》
で
は
、
あ
く
ま
で
も

両
国
の

一
体
感
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
朝
鮮
総
督
府
中
央
ホ
ー
ル
の
壁
画
は
、
日
本

の
統
治
イ
デ
オ

ロ

ギ
ー
を
補
強
す
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
、

こ
れ
を
否
定
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る

そ
じ
よ
う

は
ず
が
な
い
。
俎
上
に
載
せ
ら
れ
る
べ
き
は
、

ア
ジ
ア
と
日
本
を
区
別
し
て
い

る
か
否
か
で
は
な
く
、
融
和

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
自
体
が
発
し
て
い
る
政
治
的
意
味

で
あ
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
木
下
直
之
氏
は
、
「背
後

に
、
当
時

の
日
本

の
朝

　む
　

鮮
統
治
を
支
え
た
思
想

「内
鮮

一
体
論
」
を
認
め
る
こ
と
は
容
易
だ
ろ
う
」
と

述

べ
、
ま
た
佐
藤
道
信
氏

は
、
「時
代
背
景
に
は
大
正
八
年

の
三

・
一
運
動
を

契
機

と
し
た

「内
鮮

一
体
」
「内
鮮
融
和
」
論
が
あ
り
、
武
断
政
治
か
ら
文
治

政
治

へ
の
転
換
が
あ
」
る
、
「景
福
宮

の
配
置
を
分
断
す
る
位
置
に
総
督
府

の

建
物
を
建

て
る
こ
と
で
、

ハ
ー
ド
と
し
て
の
力
の
支
配
を
象
徴
し
、

一
見
平
和

　　
　

裡

の
神
話
壁
画
で
ソ
フ
ト
と
し
て
の
人
心
統
合
を
ね
ら

っ
た
と
い
え
る
」
と
指

摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
融
和
的
東
洋
イ
メ
ー
ジ
を
、

サ
イ
ー
ド
流

オ
リ

エ

ン
タ
リ
ズ
ム
論
で
裁
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
大
日
本
帝
国
の
ア
ジ
ア
に
関
す

る
言
説

は
、
西
洋
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
文
脈
と
は
異
な

っ
た
方
法
で
形
成
さ

れ
て
い
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

同
様

の
現
象

は
、
辻
永

(↓
ωε
一
霞
ω霧
昼

一
八
八
四
ー

一
九
七
四
)
の

《
日

韓
合
邦
》
(
一
九
二
七
年
、
図
10
)
に
も
見
る
こ
と
が

で
き

る
。
《
日
韓
合
邦
》

は
二
〇
〇

一
年
現
在

で
も
、
明
治
天
皇
の
業
績
を
称
え
る
明
治
神
宮
外
苑
の
聖

徳
記
念
絵
画
館
に
常
設
展
示
さ
れ
て
い
る
。
当
然
な
が
ら
、

一
九

一
〇
年

の
日
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韓
併
合
を
主
題
と
す
る
こ
の
作
品

に
は
、
あ
き
ら
か
な
政
治
的

メ
ッ
セ
ー
ジ
が

託
さ
れ
て
い
る
。
絵

に
描

か
れ
て
い
る
の
は
、
京
城
の
南
大
門
及
び
付
近
を
行

き
交
う
十
二
名

の
通
行
人

の
姿
だ
。
右
手

に
は
、

ツ
ゲ
チ

マ
を
頭
か
ら
す

っ
ぽ

り
と
被

っ
た
朝
鮮
人
女
性
、
中
央

に
は
チ
ゲ

(背
負
子
)
で
物
を
運
ぶ
白
衣

の

男
、
左
手

に
は
頭
に
籠
を
載

せ
た
母
と
そ

の
子
供
ら
し
き
人
物
が
い
る
。
こ
れ

ら
は
み
な
、
「
幸
せ
」

に
暮
ら
す
朝
鮮
人

の
図
像
で
あ
ろ
う
。
丹
尾
安
典
は
、

辻
永
の

《
日
韓
合
邦
》
が
、

一
九
三
五
年

か
ら
第
四
期
国
定
歴
史
教
科
書

『尋

常
小
学
国
史
』

の
挿
図
と
し
て
採
用
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
韓

国
皇
帝
が
自
主
的
に
朝
鮮
半
島
を
天
皇

に
譲

っ
た
と
す
る
教
科
書

の
記
述
を
引

用
し
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

図10辻 永 《日韓合邦 》1927年 、油彩、約3×2.7メ ー トル、

明治神宮聖徳記念絵 画館 。

藤
岡
継
平
は
、
こ
の
挿
絵
を
通
し
て
、
「半
島

の
人
民
は
、
我
が
同
胞
と

し
て
互

に
融
和
和
楽
し
、
そ
の
幸
福
を
享
け
つ
〉
あ
る
こ
と
を
充
分
児
童

に
教
導
す
べ
き
で
あ
る
」
、
と
説
く
。
幸
福

を
享
け

つ
つ
あ

る
人
民
が
、

三

・
一
独
立
運
動
な
ど
お
こ
す
は
ず
は
な

い
の
だ
が
、
そ
の
こ
と
は
教
え

ら
れ
ぬ
ま
ま
、
日
本

の
児
童
は
、
わ
が
国
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
半
島

の
人
民

の

"幸
福
"
を
、
京
城
南
大
門
あ
た
り
の
の
ど
か
な
情
景
に
重
ね

　ゐ
　

て
思

い
描

く

こ

と

に

な

っ
た
。

し
か
し
こ
こ
で
、
む
し
ろ
注
目
し
た
い
の
は
、
日
本
人
と
朝
鮮
人
が
仲
む

つ

ま
じ
く
交
際
し
て
い
る
こ
と
を
暗
示
す
る
点
景
人
物

の
存
在
で
あ
る
。
画
面
左

端

で
は
、
和
服

の
男
性
が
二
人
の
白
衣

の
朝
鮮
人
男
性
と
共
に
歩

い
て
い
る
。

ま
た
絵

の
中
央
付
近
で
は
、
お
そ
ら
く
日
本
人
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
背
広

の

紳
士
が
、
伝
統
的
衣
装

の
朝
鮮
人
男
性
と
佇

ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
辻
永

《
日
韓
合
邦
》
が
伝
え
よ
う
と
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
内
鮮
融
和

に
ほ
か
な
ら

な
い
。
日
本

の
朝
鮮
統
治
に
お
い
て
は
、
朝
鮮
半
島

の
人
々
を

「我
々
」
日
本

人
と
は
異
な
る
他
者
と
し
て
隔
離
し
、
徹
底
し
て
排
除
す
る
と
い
う
、
ア
パ
ル

ト

ヘ
イ
ト
の
よ
う
な
方
法
は
採
用
さ
れ
な
か

っ
た
。
逆

に
、
内
鮮

一
体
と
い
っ

た
よ
う
な
言
葉

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
差
異
化
で
は
な
く
同
化
の
手
法
が
用

い

ら
れ
た
。

小
熊
英
二
氏
は

『単

一
民
族
神
話
の
起
源
』

に
お
い
て
、
戦
前

の
混
合
民
族
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論
を
取
り
上
げ
、
「混
合
民
族
論
は
差
異
を
あ

い
ま
い
に
す
る
仕
掛
け
で
あ
る
。

自
他
の
差
異
が
未
分
化

の
ま
ま
、
他
者
と
の
対
面
は
回
避
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、

明
確
な
排
除
も
な
い
が
、
完
全
な
平
等
も
与
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
よ

っ
て
は

じ
め
て
、
同
化
し
な
が
ら
差
別
す
る
と
い
う
、
ほ
ん
ら
い
な
ら
矛
盾
す
る
行
為

　　
　

が
可
能
に
な
る
」
と
述
べ
る
。
日
本

の
朝
鮮
統
治

に
お
い
て
は
、

こ
の
よ
う
な

方
向
の
政
策
を
し
ぼ
し
ば
見
る
こ
と
が

で
き

た
。
辻
永

の

《
日
韓
合
邦
》
も
ま

た
、
こ
の
流
れ
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

フ
ラ
ソ
ス
の
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ

ム
絵
画
に
関
す
る
議
論
で
は
、

絵

の
中
に
統
治
者
た
る
白
人
が
不
在

で
あ
る
こ
と
が
、
し
ぼ
し
ば
批
判
的
な

ニ

ュ
ア
ソ
ス
を
伴

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ジ

ェ
ロ
ー
ム
の

《
蛇
使

い
》
(
一
八
六
〇
年
代
)
を
論
じ
た
リ
ソ
ダ

・
ノ
ッ
ク
リ
ソ
は
、

こ
の
絵

に
お
け

る

「西
洋
人

の
存
在

の
欠
如
」

に
読
者

の
注
意
を
喚
起
す
る
。
「
ジ

ェ
ロ
ー
ム

の
よ
う
な
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
画
家

の
戦
略

の

一
部
は
、
観
者
に
、
何
か
を

「出
現
さ
せ
た
」
こ
と
を
ま

っ
た
く
感
じ
さ

せ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

作
品
が
以
前

か
ら
存
在
す
る
オ
リ

エ
ン
ト

の
現
実

の
単
な
る

「反
映
」

で
あ

っ

て
、
そ

の
正
確
さ

に
お
い
て
科
学
的

で
あ

る
こ
と
を
信
じ
さ
せ
る

こ
と

で

　あ
　

あ
る
」
と
言
う
。
ま
た
、
植
民
地

ア
ル
ジ

ェ
リ
ア
で
活
躍
し
た

エ
テ
ィ

エ
ソ

ヌ
・
デ

ィ
ネ
の
作
品

に
つ
い
て
、
関

口
涼

子
氏
は
、
「
ア
ル
ジ

ェ
リ
ア
の
現
実

を
描

い
た
と
常
に
主
張
し
て
い
る
デ

ィ
ネ

の
作
品
に
は
、
西
欧
人
ら
し
き
人
物

は
全
く
見
あ
た
ら
な

い
」
と
指
摘
し
、
「純
粋

に
ア
ラ
ブ
人

の
み
が
住

ん
で
い

る
オ
リ
エ
ン
ト
と
い
う
、
西
欧
人
の
先
入
観

を
強
化
す
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が

　あ
　

作
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
」
と
述

べ
て
い
る
。

で
は
、
支
配
者
を
絵

の
中
に
描
く
方
が
、
「
政
治
的

に
正
し

い
」
の
だ
ろ
う

か
。
仮
に
そ
う
だ
と
す
る
と
、
辻
永

の

《
日
韓
合
邦
》
は

「正
し
い
」
表
象
を

行

っ
た
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

い
や
、
こ
こ
で
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
の
は
、

植
民
地
支
配

に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
と
日
本

の
戦
略

の
違

い
で
あ
ろ
う
。

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
の
場
合
、
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
宗
教
が
、
「我
々
」
と

「彼
ら
」
を
区
別

す
る

一
つ
の
確
実
な
指
標
と
し
て
存
在
し
た
。
し
か
し
、
も
と
も
と
中
華
文
明

の
影
響
下

で
歴
史
を
形
成
し
て
き
た
東

ア
ジ
ア
各
国
は
、
多
く
の
文
化
的
伝
統

を
共
有
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
高
級
文
化
と
し
て
尊
重
さ
れ
た
政
治
倫
理
や
文

学
作
品
は
、

ほ
と
ん
ど
が
中
国
文
明

に
由
来
す
る
。
自
己
と
他
者

の
差
異
は
、

オ
ク
シ
デ

ソ
ト
と
オ
リ

エ
ン
ト
ほ
ど
は
、
明
快
で
は
な
か

っ
た
。
日
本

の
植
民

地
政
策

に
お
い
て
は
、
同
質
性

の
強
調
こ
そ
が
、
む
し
ろ
有
効
だ

っ
た
の
で
あ

る
。こ

こ
で
、
中
国
を
扱

っ
た
例
と
し
て
、
宮
本
三
郎

の

《婦
女
三
容
》

(
一
九

三
五
年
、
図
11
)
を
取
り
上
げ
た
い
。
「支
那
服
」

に
身
を
包
ん
だ
女
性
は
、
和

服

の
若

い
婦
人
と
同
じ
画
面

の
中

に
収
ま
り
、
な
ご
や
か
な
姿
態
で
く

つ
ろ
い

で
い
る
。
椅
子
文
化

の
中
国
で
は
、
床
に
直
接
座

る
の
は
や
や
不
自
然

で
あ
る

か
ら
、
実
際
の
モ
デ
ル
は
日
本
人
で
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

一
見
す
る
と
、

女
性
同
士
の
穏
や
か
な
生
活
情
景

に
す
ぎ
な
い
の
だ
が
、
こ
の
絵
画
を
た
だ
単

な
る
現
実

の
情
景
と
考
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
絵
画
と
は
、

画
家
が
何
か
特
定

の
意
味
を
人
為
的
に
作
り
出
す
も

の
だ
か
ら
で
あ
る
。
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こ
の

《婦
女
三
容
》
か
ら
、
制
作
当
時

の
日
支
親
善
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
を
読
み

取
る
こ
と
は
、
決
し
て
的
外
れ
と
は
言
え
ま
い
。
洋
装

・
和
装

・
中
国
服

の
三

人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
西
洋

・
日
本

・
中
国

の
寓
意
と
読
み
た
い
。
西
洋
美
術
に
は
、

三
人
の
女
性
に
よ

っ
て
抽
象
的
観
念
を
表

現
す
る
寓
意
画
の
伝
統
が
存
在
す
る

こ
と
も
、
こ
こ
で
思
い
起
こ
す
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。
深
読
み
が
許
さ
れ
る
な

ら
ぽ
、
洋
装

の
人
物
が
和
服

の
娘
の
髪
を
梳
く
と
い
う
行
為
、
そ
し
て
着
物

の

女
性

の
警
戒
心
な
き
姿
勢
は
、
日
本
に
よ
る
西
洋
文
明
の
受
容
を
象
徴
し
て
い

図11宮 本三 郎 《婦女三容》1935年 、 カン ヴァス、油彩、152.5×212.0セ ンチ
メー トル、小 松市立宮本三郎美術館。

る
よ
う
に
見
え
る
。

和
装

の
婦
人
は
、

チ
ャ
イ
ナ

・
ド

レ

ス
の
女
と
同

一
の

空
間
を
平
和
裡

に

わ
か
ち
合

っ
て
お

り
、
日
華
両
国

の

調
和
や
協
力
が
可

能
で
あ
る
こ
と
を

暗
示
し
て
い
る
。

作
品

の
政
治
的

メ

ッ
セ
ー
ジ
は
、
比

較
的
明
白
で
は
あ

ヘ

へ

　

る

ま

し

カ

日
支
親
善
と
い
う
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
は
、
《婦
女
三
容
》

の
三
年
後
に
現
れ
た
、

有
島
生
馬

《
日
支
親
善
江
南

の
春
》
(
一
九
三
八
年
)
で
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
絵

で
は
、
白
馬
に
跨
が

っ
た
軍
服

の
日
本
人
青
年
を
、
二
人

の
チ
ャ
イ

ナ

・
ド

レ
ス
の
美
女
が
、
尊
敬
の
ま
な
ざ
し
で
見
上
げ

て
い
る
。
日
支
親
善
が

所
詮
は
見
え
透

い
た
綺
麗
事

に
す
ぎ
な
か

っ
た
事
を
、
歴
史
的
事
実
と
し
て
知

っ
て
い
る
今
日
の
観
者
に
と

っ
て
、
こ
の

一
枚

の
絵
画

は
、
あ
る
種

の
い
か
が

わ
し
さ
を
帯
び
て
い
る
。
中
国
人
が
進
ん
で
日
本
を
指
導
者
と
仰
ぎ
、
そ

の
権

威
を
尊
重
す
る
と
い
う
、
当
時
の
日
本

の
最
も
望
ま
し
い
シ
ナ
リ
オ
に
沿

っ
て
、

有
島
生
馬
は
作
品
を
構
想
し
、
軍
服

の
日
本
男
児
と

「支
那
服

の
女
」
を
図
像

化
し
た
の
で
あ

る
。
宮
本
三
郎
の

《婦
女
三
容
》
も
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
日
支

親
善

の
流
れ
の
中

で
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
も

の
で
あ

る
。

西
洋
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
で
は
、

オ
リ

エ
ン
ト
の
人
問
を

「我
々
」
西

洋
人
と
明
ら
か
に
異
な

っ
た
存
在
と
し
て
描
く
。
美
し
く
魅
力
的
だ
が
、
し
か

し
最
終
的
に
は

「我
々
」
よ
り
劣

っ
た
他
者
と
し
て
、
差
別
的
に
表
象
さ
れ
る

の
が
常
で
あ
る
。
ひ
る
が
え

っ
て
宮
本
三
郎
の

《婦
女
三
容
》
に
は
、
中
国
人

蔑
視

の
露
骨
な
表
現
が
存
在
し
な
い
。
こ
の
油
絵
は
む
し
ろ
、
戦
後

の
日
中
友

好
を
先
取
り
す
る
か
の
よ
う
に
、
両
国
融
和
の
メ
ヅ
セ
ー
ジ
を
発
し
て
い
る
。

仮

に

《
婦
女
三
容
》
を

《
日
中
友
好
》
と
改
題
し
て
み
て
も
、
あ
ま
り
違
和
感

が
出

て
こ
な
い
。
線
や
色
で
成
り
立

っ
て
い
る
絵
画

に
と

っ
て
、
政
治
的

メ
ッ

セ
ー
ジ
は
、
所
詮
額
縁

の
外
か
ら
持
ち
込
ま
れ
て
く
る
も
の
な

の
か
も
知
れ
な

い
。
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日
本
と

ア
ジ
ア
の
同
質
性
を
強
調
し
た
他

の
作
品

に
つ
い
て
も
、
簡
単
に
触

れ
て
お
き
た
い
。

モ
ソ
ゴ
ル
に
関
し
て
は
、
川
端
龍
子
の

《源
義
経

(ジ
ン
ギ

ス
カ
ソ
)》
(
一
九
三
八
年
、
図
12
)
が
注
目
さ
れ
る
。
源
義
経
が
大
陸

に
渡

っ
て

ジ
ソ
ギ

ス
カ
ソ
に
な

っ
た
と
い
う
伝
説
を
題
材
に
し
て
制
作
さ
れ
た
こ
の
絵
は
、

日
本
の
満
蒙
支
配
の
拡
大
を
背
景
に
し
て
い
る
。
絵
画
化
さ
れ
た
伝
説
は
、
こ

こ
で
も
日
蒙

の
同
質
性
を
強
調
す
る
方
向

に
動
く
。
当
時
、
ラ
ク
ダ
は
蒙
古
を

象
徴
す
る
図
像
と
し
て
、
福
田
豊
四
郎

(国
⊆
ざ
9

↓
。巻
ω窪
『α
矯
一
九
〇
四
-

一

九
七
〇
)
の

《蒙
疆
》
(
一
九
三
九
年
)、
藤
島
武

二

《
蒙
古

の
日

の
出
》
(
一
九

三
七
年
)
な
ど
で
繰
り
返

し
用

い
ら
れ
た
。

一
方
、
台
湾

で
の
ス
ヶ

ッ
チ
を
も

と
に
し
た
山

口
蓬
春

の

《
南
嶋
薄
暮
》
(
一
九
四
〇
年
、
図
13
)
で
は
、
中
国
人

と
イ

ン
ド
人
が
奇
妙
な
形

で
同
居
し
て
い
る
。
台
湾

の
試
育
場
で
イ
ソ
ド
産

の

コ
ブ
牛
を
眼

に
し
た
画
家
は
、
「
タ
ー
バ

ン
か
何

か
頭

に
卷

い
た
印
度
人
が
此

　ゲ
　

の
牛
を
ひ
い
て
ゐ
た
ら
さ
ぞ
調
和
す
る
だ
ら
う
と
思

は
れ
た
事
だ

つ
た
」
と
述

べ
て
い
る
。
《南
嶋
薄
暮
》
は
、

ア
ジ
ア
の
同
質
性

の
強
調
と
い
う
流
れ
が
産

み
落
と
し
た
、
奇
妙
な
落
と
し
子
で
あ
ろ
う
。

東
洋

の
盟
主
日
本
を
中
心
と
し
て
、

ア
ジ

ア
の
あ
ら
ゆ
る
民
族
が

一
体
と
な

っ
た
大
家
族
的
共
同
体
を
構
築
し
、
大
東
亜
共
栄
圏
を
建
設
す
る
こ
と
。
こ
れ

こ
そ
昭
和
十
年
代
後
半

の
日
本
の
理
想

で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
は
、
全
ア
ジ
ア
が

渾
然

一
体
と
な

っ
て
融
和
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
日
本
人
の
心
情
を
図

像
化
し
た
究
極
の
作
品
が
、
和
田
三
造

の

《興
亜
曼
陀
羅
》

(
一
九
四
〇
年
、
図

14
)
で
あ
ろ
う
。
細
か
く
描
き
込
ま
れ
た
各

部
を
観
察
す

る
と
、
バ
リ
島
、
イ

ン
ド

、

タ

イ
、

チ

ベ

ッ
ト

、

ミ

ク

ロ
ネ

シ

ア
、

マ

レ

ー
、

モ

ソ
ゴ

ル
、

朝

鮮

、

中

国

な

ど

の
風

俗

を

発

見

す

る

こ

と
が

で
き

る
。

し

か

し

そ

の
中

央

に
あ

る

の

は

、

む

し

ろ
極

め

て
西

洋

的

な

馬

車

で
あ

り

ペ

ガ

サ

ス

で
あ

る
。

こ

の
絵

は
、

ア
ジ

ア

に

お

け

る
日

本

の
権

威

が

何

の
力

に

よ

っ
て

も

た
ら

さ

れ

た

の

か

を
、

図

ら

ず

も

暗

示

し

て

い

る

よ

う

に
思

わ

れ

る
。

五

自
己

オ
リ

エ
ソ
タ
リ
ズ

ム

そ
れ
で
は
、
日
本

の
ア
ジ
ア
植
民
地
表
象
に
お
い
て
、
な
ぜ
同
質
性

の
強
調

と
い
う
戦
略
が
採
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
な
ぜ
日
本
は
、
西
洋
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画

の
手
法
を
そ
の
ま
ま
模
倣
し
な
か
っ
た
の
か
。
な
ぜ
日
本

美
術
は
、

ア
ジ
ア
を

「我
々
」
と
は
異
な
る
他
者
と
し
て
、
徹
底
し
て
異
化
し

な
か
っ
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に
は
、
西
洋
と
向
き
合

っ
た

近
代
日
本
が
、
ど
の
よ
う
な
自
画
像
を
作
り
出
し
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
点

に
、

眼
を
向
け
な
い
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
そ
の
中
で
現
れ
て
く
る
自
己
オ
リ

エ
ン

タ
リ
ズ

ム
の
問
題
に
つ
い
て
、

い
さ
さ
か
検
討
を
加
え
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。

近
代
日
本
美
術
に
お
け
る
オ
リ

エ
ソ
タ
リ
ズ
ム
を
取
り
上
げ
た
数
少
な
い
研

究

の

一
つ
に
、
山
梨
絵
美
子
氏

の

「
日
本
近
代
洋
画
に
お
け
る
オ
リ
エ
ン
タ
リ

ズ

ム
」
が
あ

る
。
こ
の
論
文
で
は
、
植
民
地

で
開
催
さ
れ
た
朝
鮮
美
術
展
覧

会

・
台
湾
美
術
展
覧
会

・
満
洲
国
美
術
展
覧
会
な
ど
に
触
れ
つ
つ
、
藤
島
武
二

の

《
東
洋
振
り
》
(
一
九
二
四
年
)
な
ど
の
、
チ
ャ
イ
ナ

・
ド

レ
ス
姿
の
女
性
を

モ
デ

ル
と
し
た
い
わ
ゆ
る
横
顔

シ
リ
ー
ズ
、
内
蒙
古
ド

ロ
ン
ノ
ー
ル
の
朝
陽
を

208
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描
き
、
宮
中

に
納

め
ら
れ
た
《
旭
日
照
六
合

》
(
一
九
三
七
年
)を
は
じ
め
と
す
る

日
の
出

シ
リ
ー
ズ
、
さ
ら
に
は
梅
原
龍
三
郎

《紫
禁
城
》
(
一
九
四
〇
年
)
等

の

北
京
時
代

の
作
品
群
を
、
日
本
の
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム
に
相
当
す
る
も
の
と
し

て
、
手
短

に
分
析
し
て
い
る
。
コ

九
世
紀
後
半

に
お
け
る
日
本
と
ア
ジ
ア
地

域

の
あ
い
だ

の

「中
心
」
と

「周
辺
」

の
問
題
を
サ
イ
ー
ド

の
言
う

「
オ
リ

エ

　
ゆ
　

ン
タ

リ

ズ

ム
」

を
敷

衍

し

て
考

察

し

て

み

た

い
」

と

い
う

の

で
あ

る

。

し

か

し

な

が

ら

こ

こ

で

は
、

「
オ

リ

エ

ン
タ

リ

ズ

ム
」

と

い
う

用

語

の
定

義

図12川 端龍子 《源義 経(ジ ンギス カソ)》1938年 、絹 本着彩 、243×728セ ソ

チメー トル、大田区立龍子記念館。

が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
十
九
世
紀

の
西
洋

ロ
マ
ソ
主
義
絵
画

に

見
ら
れ
る
東
洋
趣
味

(オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム
)
を
指
す

の
か
。
あ

る
い
は
、

ア

ジ
ア
を
題
材
と
し
た
近
代
日
本
の
絵
画
を
、
サ
イ
ー
ド
的
意
味

で
の
オ
リ

エ
ン

タ
リ
ズ
ム
で
解
釈
で
き
る
と
考
え
る
の
か
。
こ
の
点

に
つ
い
て
稲
賀
繁
美
氏
は
、

「黒
田
清
輝

の

「湖
畔
」
、
「舞
妓
」
な
ど
こ
そ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
観
衆
を
意
識

し
た

「
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
」
で
あ
り
、
梅
原
、
藤
島
等

の
台
湾
、
朝
鮮

半
島
、
中
国
大
陸

で
の
作
品
は
、
「植
民
地
絵
画
」
と
で
も
呼
ん
だ
ほ
う
が
適

図13山 口蓬 春 《南嶋薄暮 》1940年 、額 装、紙 本着色 、91,0×127.0セ ソチ メ
ー トル、東京 国立近代美術館。

図14和 田三 造 《興亜 曼陀羅》1940年 、 カ ン ヴァス、油彩、80.8×116.2セ ン

チ メー トル、東京 国立 近代 美術 館。
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　ゆ
　

切
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
す
る
。

ア
ジ
ア
を
描

い
た
近
代
日
本
美
術
に
は
、
西

洋
オ
リ

エ
ソ
タ
リ
ズ
ム
絵
画
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
官
能
性

・
残
虐
性

・
古
代

性

の
強
調
と
い
っ
た
要
素
が
乏
し
い
。
ま
た
作
品
の
大
半
は
、
日
本
内
地
を
描

く
場
合
と
同
様

の
手
法
で
制
作
さ
れ
た
風
景
画

で
あ
り
、
あ
る
い
は
民
族
衣
装

に
身
を
包

ん
だ
女
性
の
肖
像
画

で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
作
品
を
、
果
た
し
て
サ

イ
ー
ド
的
な
定
義
を
延
長
し
て
、
日
本

の
オ

リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
呼
ぶ
こ
と
が

可
能
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
近
代
日
本

の
植
民
地
絵
画
を
、

ロ
マ
ソ
派
に
よ
る
オ
リ
エ
ン
タ

リ
ズ
ム
絵
画

の
縮
小
再
生
産
と
考
え
る
こ
と

は
合
理
的

で
は
な

い
。
ま
た
、
帝

国

に
よ
る
植
民
地
支
配
と
い
う
歴
史
的
背
景
を
共
有
し

つ
つ
も
、

フ
ラ
ン
ス
と

日
本
で
は
、
絵
画
に
お
け
る
表
象

の
文
法
が
当
然
異
な

っ
て
い
る
。
従

っ
て
、

近
代
日
本
美
術
に
お
け
る
ア
ジ
ア
表
象
を
分
析
す
る
事

は
、
サ
イ
ー
ド
的
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
問

い
直
し
、
あ
る
い
は
修
正
す
る
と
い
う
方
向

に
進
ま
ざ
る

を
得
な
い
。
な
お
、

一
つ
留
保
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
オ
リ

エ

ソ
タ
リ
ズ
ム
の
本
質
を
言
説

で
あ

る
と
し

た
サ
イ
ー
ド
自
身
は
、
そ

の
著
書

『オ
リ

エ
ソ
タ
リ
ズ

ム
』

で
絵
画
を
議
論

の
俎
上
に
載

せ
な
か

っ
た
と
い
う
事

実
で
あ
る
。
厳
密
な
論
理
的
手
続
き
を
必
要

と
す
る
サ
イ
ー
ド
の
オ
リ

エ
ソ
タ

リ
ズ
ム
論

に
お
い
て
、
美
術
作
品

は
、
扱

い
に
く
い
多
様
性
を
抱
、兄
込
ん
だ
、

厄
介
な
存
在
だ

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

さ
て
、
先
に
引
用
し
た
今
沢
紀
子
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
東
洋

の

一
部
で

あ
る
日
本
は
、
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
客
体

と
さ
れ
続
け
た
が
、
そ
の
後
文
明

開
化
殖
産
興
業
と
と
も
に
西
洋

の
東
洋
観
自
体
を
摂
取
し
、
今
度

は
そ

の
主
体

と
し
て
、

オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ

ム
の
視
線
を
ア
ジ
ア
に
向
け
て
ゆ
く
よ
う

に
な

っ

た
。
こ
れ
は

一
般
論
と
し
て
は
極

め
て
妥
当
な
図
式
な

の
だ
が
、
近
代
日
本
美

術
に
は
、
こ
の
模
式
図
で
は
説
明

で
き
な
い
現
象
が
い
く
つ
も
存
在
す
る
。
そ

の

一
つ
が
い
わ
ゆ
る
自
己
オ
リ

エ
ソ
タ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
欧
米
に

オ
リ

エ
ソ
ト
化
さ
れ
る
対
象

で
あ

っ
た
日
本
自
身
が
、
自
ら
日
本

の
オ
リ
エ
ソ

ト
化

に
参
加
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
サ
イ
ー
ド
の
議
論
で
は
、
オ
リ

エ
ン
タ
リ

ズ
ム
の
主
体
と
客
体
は
明
ら
か
に
別
な
も
の
だ

っ
た
の
だ
が
、
こ
こ
に
至

っ
て
、

主
体
が
同
時
に
客
体
で
も
あ

る
と
い
う
、
不
思
議
な
結
果
が
生
じ
て
い
る
。
そ

し
て
、
こ
の
自
己
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ

ム
の
存
在
に
よ
り
、
日
本
人
画
家

の
ア
ジ

ア
の
描
き
方
も
、
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

黒
田
清
輝

の

《
舞
妓
》

(
一
八
九
三
年
)
及
び

《湖
畔
》
(
一
八
九
七
年
)
は
、

自
己
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
格
好

の
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
コ

ラ
ン

(菊
巷
げ
鋤
窪

O
o
霞
員
一
八
五
〇
1

一
九

一
六
)
に
学
ん
だ
外
光
派
黒
田
に
よ

る
こ
の
二
枚

の
絵
に
つ
い
て
、
稲
賀
繁
美
氏
は
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
文
脈
か

ら
読
み
直
し
、
《舞
妓
》
(図
15
)
や

《
湖
畔
》
(図
16
)
は

「ジ

ェ
ロ
ー
ム
が
イ

ス
ラ
ー
ム
世
界
に
託
し
て
描
い
た
オ
リ
エ
ン
ト
風
物
の
日
本
版
を
、
ほ
か
な
ら

ぬ
日
本
人
画
家
が

日
本

の
風
俗

を
選

ん
で
焼
き
直

し
た
も

の
に
ほ
か
な

る

　ロ
　

ま
い
」
と
位
置
づ
け
る
。

両
作
品
、
特

に

《
湖
畔
》
は
、
多
分
に
西
洋
人
観
者

の
ま
な
ざ
し
を
意
識
し

て
制
作
さ
れ
た
。
双
方
と
も
、
和
服
の
日
本
女
性
と

い
う
、
西
洋
人

の
眼
に
も
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明
ら
か
に
日
本
と
理
解

で
き
る
題
材
を
採
用

し
た
上
で
、
日
本
画

の
描
く
美
人

画
と
は
異
な

っ
た
、
立
体
感

の
あ
る
西
洋
的

な
肉
体
の
造
形
を
目
指
し
て
い
る
。

《舞
妓
》
は
、
ゲ
イ

シ
ャ
と
い
う
日
本
趣
味

お
き
ま
り

の
主
題
を
取
り
上
げ
、

当
時
の
西
洋
絵
画
の
文
法

に
も
適
う
よ
う

に
作
ら
れ
た
。
誤
解
を
恐
れ
ず
に
譬

え
る
な
ら
ば
、
《
舞
妓
》
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
描

か
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が

で

き
よ
う
。
こ
の
絵
は
、
「
オ
ク
シ
デ

ソ
タ
リ
ズ
ム
と
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ

ム
の
融

　
れ
　

合
か
ら
生
ま
れ
た
、
新
た
な
る

「
ゲ
イ
シ
ャ
」
像

の
典
型
」
で
あ
る
と
、
佐
伯

順
子
氏

は
位
置
づ
け
て
い
る
。

ま
た

《
湖
畔
》
は
、

一
見
純
和
風
の
油
絵

に
見
え
る
も
の
の
、
谷
川
渥
氏
に

よ
れ
ぽ
、
「絵

の
中

の
女
性
は
、
そ
の
悠
揚

せ
ま
ら
ぬ
美
し
さ
に
お
い
て
、
西

洋

の
マ
ド

ン
ナ
画

に
も
た
と
え
ら
れ

る
べ
き
理
想
化
が
施

さ
れ

て
」
お
り
、

図15黒 田清 輝 《舞 妓 》1893年 、 カ ン ヴ ァ ス、 油 彩 、

81.3×64.8セ ン チ メー トル 、 東 京 国 立 博 物 館 。

　お
ソ

「実

は
こ
の
女
性

に
も

「
日
本
人
離
れ
」

の
ヴ

ェ
ー
ル
が
か
け
ら
れ
て
い
る
」
。

ω
日
内
H
囚
O
q
菊
○
∪
》
と
い
う
サ
イ

ン
が
入

っ
て
い
る

《
湖
畔
》
も
ま
た
、

フ

ラ
ン
ス
語
で
描

か
れ
た
日
本
像
な
の
で
あ

る
。
実
際
、
「日
本

で
は

《
避
暑
》

と
題
さ
れ
た
黒
田

の
作
品
が
、

パ
リ
万
国
博
覧
会
に
は

《
湖
畔
》
(〉
⊆

bd
。
「α

含

い
鋤。
)
と
訳
さ
れ
た
の
は
、
パ
リ
で
許
容
さ
れ
る
言
語

コ
ー
ド

へ
の
微
調
整

　お
　

の
証
拠
で
も
あ

っ
た
」
と
、
稲
賀
氏
は
考
察
す
る
。
黒
田
清
輝
は
、
西
洋
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ

ム
の
視
線
に
迎
合
ま
た
は
適
応
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
西
洋
の
視

図16黒 田清輝 《湖畔》1897年 、 カソ ヴァス、油彩、69.0×847セ ソチ メー ト

ル、東京国立文化財研究所。

線
を
内
面
化
し
、

日
本
洋
画
を
確

立
し
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

非
西
洋

の
画
家

が
、
西
洋
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム

を
利
用
し
つ
つ
、

こ
れ
を
改
編
し

て
自
国
を
描
く

行
為
を
、
ノ
ー

マ
ン
・
ブ

ラ
イ

ソ
ン
氏
は

「
土
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着

化

し

た

オ

リ

エ

ソ
タ

リ

ズ

ム

(づ
O
け一く
一ω
Φ
創

O
『
一Φ
昌
け餌
一一ω
H口
)
」

と

呼

ん

で

い

る
。

ブ

ラ

イ

ソ

ソ
氏

は
、

オ

ス

マ

ソ
帝

国

の
画

家

オ

ス

マ

ン

・

ハ
ム
デ

ィ

の

《
読

書

す

る
男

》

を

取

り

上
げ

、

フ
ラ

ソ

ス
人

画

家

「
ジ

ェ
ロ
ー

ム
が

想

像

の
オ

リ

エ

ソ
ト

の
特

権

と

し

て
与

え

た
魅

惑

と

輝

き

が

、

こ

こ

で

は
換

骨

奪

胎

さ

れ

、

新

た

な

タ
イ

。フ

の
美

術

、

つ
ま

り

オ

ス

マ
ン

の
国

民

的

絵

画

に
変

貌

し

て

い

る
」

と

主

張

す

る
。

「
ジ

ェ

ロ
ー

ム
が

同

様

の
主

題

を

表

象

し

た

場

合

に
含

ん

で

い

た

オ

リ

エ
ン
ト

の
否

定

的

側

面

や

「
マ
イ

ナ

ス
記

号

」

が

排

除

さ

れ

て

い

る
」

　
ロ
　

と
い
う

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
黒
田
清
輝
の

《舞
妓
》
や

《湖
畔
》
で
行
わ
れ

た
オ
リ

エ
ソ
タ
リ
ズ

ム
の
転
換
行
為
と
、
全
く
軌
を

一
に
し
た
現
象
だ
と
言
・兄

よ
う
。

黒
田
清
輝
の

《舞
妓
》
が
、
日
本
洋
画

の
傑
作
と
し
て
美
術
史
に
君
臨

で
き

た
の
は
、
ゲ
イ
シ
ャ
と
い
う
、
性
的
欲
望
と
結
び

つ
き
や
す
い
花
柳
界

の
女
性

を
描
き

つ
つ
も
、
画
面
か
ら
淫
猥
下
等
な
る
劣
情
を
排
し
、
純
粋
な
日
本
美
と

し
て
表
象
し
た
と
い
う

一
面
を
見
逃
す
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
生
々
し
い
遊
興

を
想
像
さ
せ
る
要
素
は

一
切
排
除
さ
れ
、
舞

妓
は
明
る
い
昼
間

の
光

の
中
に
据

え
ら
れ

て
い
る
。
同

じ
芸
者

を
描
く

に
し

て
も
、
ジ

ェ
イ

ム
ズ

.
テ

ィ
ソ

(冒

ヨ
Φ
ω
目

ω
ω。
け
L

八
三
六

-

一
九
〇

二
)

の

《
放

蕩

息

子

i

遠

い
国

々

に

て
》

(
一
八
八
0
1
八
二
年
)
の
よ
う
に
、
快
楽
と
欲
望
が
あ

か
ら
さ
ま
に
浮
き
出

て

い
る
よ
う
な
作
品
は
、
決
し
て
日
本

の
国
民
的
名
画
に
は
な
り
得
な

い
。
近
代

日
本
美
術
は
、
西
洋
オ
リ

エ
ソ
タ
リ
ズ

ム
を
摂
取
し
、
自
己
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ

ム
と
も
言
う
べ
き
作
品
を
生
み
出

し
つ
つ
、

国
民
的
絵
画
と
し
て
不
都
合
な
部

分
は
無
害
化
し
、
新
た
な
美
術

の
歴
史
を
築
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

ノ
ー

マ
ソ

・
ブ
ラ
イ
ソ
ン
氏
が

「土
着
化
し
た
オ
リ

エ
ソ
タ
リ
ズ

ム
」
と
名

付
け
た
こ
の
現
象
を
、
こ
こ
で
は
自
己
オ
リ

エ
ソ
タ
リ
ズ
ム
と
呼
ぶ
こ
と
に
し

た
い
。
近
代
日
本

の
画
家
た
ち
が
、
自
ら
西
洋
人
の
ま
な
ざ

し
を
積
極
的
に
受

け
入
れ
、
そ
れ
を
消
化
し
、
変
容
さ
せ
て
い
っ
た
主
体
性
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、

用
語
と
し
て
は
、
土
着
よ
り
も
自
己
オ
リ

エ
ソ
タ
リ
ズ
ム
と
す
る
方
が
適
切
だ

と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
際
に
、
日
本
人
自
身
が
日
本
を
自
己
オ
リ
エ
ソ
タ

リ
ズ
ム
で
表
現
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
日
本
人
画
家
が

ア
ジ
ア
を
描
く
に
際
し

て
、
日
本
と
ア
ジ
ア
は
そ
れ
ぞ
れ
ど

の
よ
う
に
配
置
さ
れ
る
の
か
と
い
う
疑
問

も
生
じ
て
く
る
。
そ
こ
で
、
も
う
し
ば
ら
く
日
本
絵
画

の
自
己
オ
リ

エ
ソ
タ
リ

ズ
ム
に
つ
い
て
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。

日
本
美
術
が
西
洋

オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ

ム
と
締
結

し
た
自
己
オ
リ

エ
ソ
タ
リ
ズ

ム
と
い
う
名

の
平
和
友
好
条
約
は
、
東
洋

(オ
リ
エ
ン
ト
)
が
、
単
な
る
西
洋

(オ
ク
シ
デ
ン
ト
)
の
ア
ソ
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
異
議
申
し
立
て
を
す
る
だ
け
の
存

在

で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
と
い
う
も

の
が
、

仮

に
サ
イ
ー
ド
や
ノ
ヅ
ク
リ
ン
が
強
調
す
る
よ
う
な
政
治
性

の
み
で
成
立
し
て

い
る
と
す
れ
ぽ
、
黒
田
清
輝
の

《舞
妓
》
や

《湖
畔
》
の
よ
う
な
作
品
は
、
自

虐
的
行
為
以
外

の
何
物

で
も
な

い
だ
ろ
う
。
し
か
し
黒
田

の

《
舞
妓
》
及
び

《湖
畔
》
は
、
日
本
に
と

っ
て
望
ま
し
く
な
い
要
素
を
消
毒
殺
菌
す
る
こ
と
で
、

学
校
教
育
用
の
美
術
教
科
書

に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
多
く
の
好
意
的
鑑
賞
者
を

獲
得
し
て
い
る
。
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図17児 島虎次郎 《和服 を着たベル ギーの少女》1911

年、 カンヴァス、油彩 、116.0×89.0セ ソチ メー トル、

大 原美術館。

図18児 島虎 次郎 《秋 》1920年 、 カ ソ ヴ ァ ス、 油 彩 、

200.0×136。0セ ンチ メ ー トル 、 ポ ン ピ ド ゥー セ ソ タ ー 、

パ リ国立 近 代 美 術 館 。

こ

の
よ

う

な
自

己

オ

リ

エ
ソ

タ

リ
ズ

ム
を

、

植

民

地

朝

鮮

の
表

象

へ
と

自

然

に

つ
な

げ

て

い

っ
た

の
が

、

児

島

虎

次

郎

(内
。
旨
ヨ
9

日
。
『昌

『
ρ

一
八

八

一
ー

一

九

二
九

)

で

あ

る
。

彼

は

一
九

一

一
年

、

パ

リ

の

サ

ロ

ン

・
ド

・
ラ

・
ソ

シ

エ

テ

・
ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
デ

・
ボ

ザ

ー

ル

(QD
巴
o
コ
匹
Φ
訂

ω
o
o
猷
芯

Z
讐
一〇
昌
巴
①
α
Φ
ω

bd
Φ
舞

×
-
》
同
けω
)

に

《
和

服

を

着

た

ベ

ル
ギ

ー

の
少

女

》

(図

17
)

を

出

品

し

、

初

入

選

を

果

た
す

。

東

京

の
友

人

金

沢

巌

に
送

っ
て
も

ら

っ
た
着

物

を

、

モ
デ

ル

の

娘

に

着

せ

た

こ

の

油

絵

は
、

画

家

エ

ミ

ー

ル

・
ク

ラ

ウ

ス

(国
巳

げ

Ω
雲

ω
L

八

四
九
-

一
九

二

四
)

か

ら

も

誉

め

ら

れ

た
。

「
こ

れ

は

君

が

絶

え

ず

そ

ば

に

お

い

て
新

し

い
作

品

を
描

く

た
び

に
比

べ

て

み

た

ら

よ

い
。

画

家

に
も

、

音

楽

家

が

必

要

と
す

る

よ
う

に
、

音

叉

な

る

も

の
が

必

要

で
あ

る
。

こ

の
絵

は

君

の
音

叉

と

し

て
保

存

し

て

お

く

べ

き

も

の
で

あ

る
」

と
言

わ

れ

た

と
、

彼

は

　あ
　

日

記

に
記

し

て

い

る
。

ま

さ

に

「
我

が

意

を
得

た

」

自

信

作

で
あ

っ
た
。

《
和

服

を
着

た

ベ

ル
ギ

ー

の
少

女

》

は
、

日

本

人

画

家

が

西

洋

の
ジ

ャ
ポ

ニ
ズ

ム

に
寄

り

添

っ
て
誕

生

し

た
自

己

オ

リ

エ

ン
タ

リ

ズ

ム

の
作

品

と

言

え

よ

う

。

キ

モ
ノ

の
白

人

女

性

を

題

材

と

し

た

こ

の
作

品

か

ら

は
、

例

え
ば

ク

ロ
ー

ド

・

モ

ネ

(Ω
鋤
鼠

Φ

ζ

o
口
Φ
什
L

八
四

〇
1

一
九

二

六
)

の

《
カ

ミ

ー

ユ
、

あ

る

い

は

日

本

娘

(
ラ

・
ジ

ャ
ポ

ネ

ー
ズ

)
》

(
一
八
七

六
年

)

や

、

ジ

ェ
イ

ム
ズ

・
ホ

イ

ッ

ス

ラ

ー

(冒

日
①
ω
鬢

三
巴

Φ
二

八
三

四
-

一
九
〇

三
)

の

《
陶

磁

の
国

の
姫

君

》

《
金

屏

風

》

(共

に

一
八
六

四
年

)
が

直

ち

に
連

想

さ

れ

る

。

モ

ネ

の
作

品

で

は
、

色

と

り

ど

り

の
団

扇

を
背

景

に
、

キ

モ

ノ
を

身

に
纏

い
扇

を

手

に
し

た
西

洋

人

女

性

が

描

か

れ

る
が

、

こ

こ

で
展

開

さ

れ

て

い

る

日
本

趣

味

は
、

そ

の

ま

ま
児
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島

の

《和
服
を
着

た
ベ
ル
ギ
ー
の
少
女
》
に
流
れ
込
ん
で
ゆ
く
。
鑑
賞
者
た
る

西
洋
人

の
、
日
本
に
対
す
る
異
国
趣
味
的
ま
な
ざ
し
を
吸
収
し
、
西
洋
人

の
視

線
に
合
わ
せ
て
自
分

の
作
品
を
提
示
し
て
ゆ
く
と
い
う
戦
略
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

と
い
う
舞
台

に
日
本
人

の
出
る
幕
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
最
も
効
果
的
で
有

効
な
手
法

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
児
島
虎
次
郎
の
自
己

オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
は
、

一
九
二
〇
年

に

同

サ
ロ
ン
に
出
品
さ
れ
た

《秋
》

(図
18
)

に
な

る
と
、
よ
り
複
雑
な
様
相
を

呈
し
て
く
る
。
西
洋
人
の
東
洋
趣
味

に
迎
え

ら
れ
る
主
題
を
選
択
し

つ
つ
も
、

こ
の
作
品

に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
朝
鮮
の
民
族
服
に
身
を
包

ん
だ
女
性

で
あ

る
。
児
島

は

一
九

一
八
年
に
中
国

・
朝
鮮
を
漫
遊
し
、
多
く
の
ス
ケ
ッ
チ
を
残

し
た
。
《秋
》

は
そ
の
体
験

の
中
か
ら
生
ま
れ
た
絵

の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
た
だ

し
、
人
物
を
取
り
巻
く
雁
来
紅
は
、
倉
敷

・
酒
津
の
ア
ト
リ

エ
の
庭
に
生
え
て

い
た
も

の
で
、
こ
の
女
性
像
は
、
日
本
人

モ
デ
ル
を
使

っ
て
自
宅
で
制
作
さ
れ

た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
《秋
》
は
、

フ
ラ
ン
ス
政
府

に
買

い
上
げ
ら
れ
て

リ

ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
美
術
館

の
所
蔵
と
な
り
、
現
在
で
は
ポ
ン
ピ
ド

ゥ
ー
セ
ン

タ
ー
に
収

め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
一
九
二
〇
年
、
彼

は
日
本
人
と
し
て

初
め
て
、
サ
ロ
ン

・
ド

・
ラ

・
ソ
シ
エ
テ

・
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
デ

・
ボ
ザ
ー
ル
の

正
会
員
に
な

っ
た
。
虎
次
郎
は
妻

に
宛

て
た
手
紙
で
、
「
こ
の
光
栄
は
二
つ
と

　　
　

も
予
想
外
の
報
酬
に
て
、
益
々
自
重
奮
励
を
要
す
る
事
と
な
れ
り
」
と
素
直
に

荳
口ん
で
い
る
。

児
島
虎
次
郎
は
、

フ
ラ
ソ
ス
の
東
洋
趣
味

を
知
り
尽
く
し
た
上

で
、
彼
ら

の

好
み
に
合
う
よ
う
に
、
し
か
し
日
本

に
と

っ
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
表
現

の
範

囲
内
で
、
植
民
地
朝
鮮

の
チ
マ
チ

ョ
ゴ
リ
を
描

い
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
画
家
は

ヨ
ー
p
ッ
パ
で
自
分

の
地
歩
を
固
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
当
時
朝
鮮

半
島
は
、

一
九

一
〇
年

の
日
韓
併
合
か
ら
約
十
年
が
過
ぎ
て
い
た
。
日
本

の
朝

鮮
統
治
が
国
際
的
に
承
認
さ
れ
て
か
ら
十
年
後
、
日
本
人
画
家
は
終
に
、
パ
リ

画
壇
で
朝
鮮
を
表
象
す
る
力
と
権
利
を
獲
得
し
た
と
い
う
わ
け
な
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
児
島
虎
次
郎
は
、
西
洋

の
東
洋
趣
味
的
ま
な
ざ
し
を
意
識
し
つ
つ
、
植

民
地
朝
鮮

の
服
装
を
し
た
女
性
を
描
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
日
本
を
観
ら
れ
る
側

か
ら
観
る
側

へ
と
、
立
場
を
巧
み
に
ず
ら
す
こ
と
に
も
成
功
し
て
い
る
。

も

っ
と
も
、
こ
の

《
秋
》
を
以

て
直

ち
に
日
本

の
朝
鮮
半
島
支
配
を
糾
弾
す

る
材
料
と
す
る
の
は
、
い
さ
さ
か
早
計
で
あ
ろ
う
。
《和
服
を
着

た
ベ
ル
ギ
ー

の
少
女
》
《
秋
》
の
二
作
品
が
、
共
に

フ
ラ
ン
ス
向
け
に
構
成
さ
れ
た
東
洋
趣

味

の
絵
画

で
あ
る
と
す
る
な
ら
ぽ
、
西
洋
に
対
し
て
、
日
本
と
朝
鮮
は
同

一
の

地
平

に
立

つ
こ
と
に
な
る
。
欧
米
諸
国
を
前

に
し
て
、
日
本

は
自
ら
が
東
洋
人

で
あ
る
こ
と
を
、
強
く
意
識
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
西
洋
列
強

に
文
明

国
と
し
て
認
知
さ
れ
る
必
要
が
あ

っ
た
近
代
日
本
は
、
欧
化
を
進
め
る
と
同
時

に
、
西
洋
か
ら

の
ま
な
ざ
し
に
合
わ
せ
た
形

で
自
ら
を
提
示
す
る
必
要

に
迫
ら

れ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
日
本
も
朝
鮮
も
等
し
く

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
オ
リ

エ

ン
タ
リ
ズ
ム
の
視
線

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
唯

一
違

い
が
あ
る
と
す

れ
ば
、
日
本
文
化
を
代
表
す
る
の
が
ほ
か
な
ら
ぬ
日
本
人
自
身
で
あ

っ
た
の
に

対
し
、
朝
鮮
を
表
象
し
た
の
が
、
宗
主
国
日
本
の
画
家

で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
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以
外
に
は
な
い
。

一
方
で
、
誰
が
表
象
す
る
の
か
と
い
う
点

こ
そ
、
実

は
問
題

の
本
質
で
あ
る

か
も
知
れ
な

い
。
現
実

の
国
際
関
係
に
お
い
て
、
植
民
地
時
代

の
朝
鮮
に

一
切

の
外
交
権
は
な
く
、
日
本
が
、
と
り
わ
け
帝

都
東
京
が
、
西
洋
列
強
諸
国
に
対

し
て
朝
鮮
を
代
表
す
る
権
利
を
掌
握
し
て
い
た
。
美
術

に
お
い
て
も
、

フ
ラ
ン

ス
の
サ
ロ
ン
に
朝
鮮
人
画
家
は
存
在
せ
ず
、
残
念
な
が
ら
半
島

の
画
家
に
、
洋

画
と
い
う
舶
来

の
技
法
を
駆
使
し
て
本
場
欧

州
で
活
躍
す
る
だ
け
の
力
量
は
な

か

っ
た
。
パ
リ
の
サ
ロ
ン
に
児
島
虎
次
郎
が

《
秋
》
を
出
品
す
る
と
い
う
行
為

は
、
欧
米
諸
国

に
お
い
て
日
本
が
朝
鮮
半
島

を
外
交
的

に
代
表
し
て
い
る
現
実

と
、
遥
か
に
平
行
し
た
現
象
と
言
え
よ
う
。
《秋
》
と
い
う

一
枚

の
絵

の
周
辺

に
は
、
同
時
代

の
政
治
力
学

の
反
射
音
が
鳴

り
響
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
近
代
日
本
美
術

に
お
け
る
対

ア
ジ
ア

・
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
問

題
に
立
ち
戻

っ
て
考
え
る
な
ら
ぽ
、
自
己
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
作
品
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
日
本

は
ア
ジ
ア
を
オ
リ

エ
ソ
ト
化
す
る
以
前

か
ら
、
既
に
日
本

自
身
を
オ
リ
エ
ン
ト
化
す
る
こ
と
を
学
習
し

て
い
た
。
従

っ
て
、
日
本

の
対
ア

ジ
ア

・
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ

ム
は
、
自
己
オ
リ

エ
ソ
タ
リ
ズ
ム
の
延
長
線
上
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
結
果
と
な

っ
た
。
日
本
と
ア
ジ
ア
は
、
連
続
し
た
同

一
平
面
上

に
、
同
じ
次
元
で
並
立
さ
せ
ら
れ
る
。
オ
リ

エ
ソ
ト
を
キ
リ
ス
ト
教
世
界

か
ら

截
然
と
切
り
離
す
西
洋

オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ

ム
に
対
し
、
日
本
版
オ
リ

エ
ン
タ
リ

ズ
ム
に
お
け
る
同
質
性

の
強
調
は
、
ア
ジ
ア
を
日
本
と
同
位
相

に
据
え
る
の
で

あ
る
。

西
洋

に
お
い
て
は
、
「彼
ら
」

オ
リ

エ
ン
ト
が

「我
々
」
西
洋
と
は
如
何

に

異
質
で
あ
る
か
を
主
張
す
る
こ
と
が
、

オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
核
心
を
な
し
て

い
た
。
し
か
し
近
代
日
本

に
お
い
て
、
日
本
と
ア
ジ
ア
を
同
質
な
も
の
と
し
て

表
象
す
る
こ
と
は
、
日
本

の
帝
国
と
し
て
の
地
位
を
脅
か
す
ど
こ
ろ
か
、
却

っ

て
強

め
る
効
果
を
発
揮
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
同
質
性

の
強
調
は
、
小
熊
英
二

　　
　

氏
が
戦
前

の
混
合
民
族
論
に
つ
い
て
述

べ
た
、
「同
化
し
な
が
ら
差
別
す
る
」

と
い
う
戦
略
と
、
等
価

の
現
象
だ
と
言
え
よ
う
。
日
本
版
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ

ム

は
、
本
家
西
洋

の
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ

ム
と
は
全
く
異
な
る
手
法
を
動
員
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

お
わ
り

に

本
論
文
で
は
、
近
代
日
本
絵
画
が
い
か
に
ア
ジ
ア
を
表
象
し
て
き
た
か
を
、

専
ら
考
察
の
対
象
と
し
た
。
西
洋
オ
リ

エ
ソ
タ
リ
ズ
ム
絵
画
が
日
本
人
画
家
に

刺
激
を
与
え
、
こ
れ
を
ア
ジ
ア
に
適
用
し
て
ゆ
く
と
い
う
流
れ
が
見
ら
れ
る

一

方
で
、
同
質
性

の
強
調
と
い
う
、
日
本
独
特

の
言
説
や
表
象
が
展
開
さ
れ
て
き

た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
そ

の
背
後

に
は
常
に
植
民
地
主
義
が
控
え

て
い
た
。
近
代
日
本
美
術
は
、

ア
ジ
ア
を
描
く
行
為
と
ア
ジ
ア
を
支
配
す
る
政

治
活
動
が
同
時
に
進
行

し
た
、

一
種
異
様
な
時
代
の
産
物

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

も

っ
と
も
、
ポ

ス
ト

コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
批
評
が
盛

ん
な
今
日
で
も
、
美
術
史
が

過
去

の
日
本
人
画
家
た
ち
に
極
刑
を
下
す
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
他
方

で
彼

ら
を
完
全
な
冤
罪
事
件

に
巻
き
込
ま
れ
た
被
害
者
だ
と
断
定
す
る
こ
と
も
で
き
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な
い
。
表
象
す
る
側

の
日
本
と
、
表
象
さ
れ
る
側
の
ア
ジ
ア
の
立
場

の
強
弱
は
、

極
め
て
は
っ
き
り
し
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
美
術

に
お
い
て
、
大

日
本
帝
国
対
植
民
地

の
関
係
を
支

配
/
被
支
配
と
い
う
視
点
か
ら
の
み
固
定
的

に
捉
え
る
方
法
は
、
現
実

に
起
こ

っ
た
様
々
な
現
象
を
単
純
化
し
て
し
ま
い
か
ね
な

い
。
こ
の
点
に
関
し
て
、

ノ

ー

マ
ソ

・
ブ
ラ
イ
ソ
ソ
氏
が

サ
イ
ー
ド

の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
研
究

の
問
題
と

し
て
指
摘

し
た
内
容
を
、
改
め
て
思

い
起

こ
す
必
要
が
あ
る
。
「
サ
イ
ー
ド

の

探
査
は
、
「西
洋
」
お
よ
び

「
オ
リ

エ
ン
ト
」
を
、
単

一
的
な
実
体
と
し
て
提

示
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
た
め
、
「
オ
リ

エ
ソ
ト
を
分
析
す

る
に
際
し
て
使
わ

れ
る
概
念
上

の
枠
組
が
、
オ
リ
エ
ソ
タ
リ
ズ

ム
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
ま
ず
う
ち

た
て
た

(「西
洋
」
・
「
オ
リ
エ
ソ
ト
」
と
い
う
よ
う
な
)
用
語

そ
の
も

の
を
、
普

　お
　

遍
化
さ
せ
て
し
ま
い
が
ち
に
な
る
」
と
い
う

の
で
あ
る
。

近
代
日
本
絵
画
に
お
け
る
ア
ジ

ア
表
象
を
検
討
す
る
に
あ
た

っ
て
も
、
日
本

を

一
枚
岩

の
画

一
的
存
在
と
み
な
し
た
り
、

「日
本
帝
国
主
義
」
や

「
ア
ジ
ア
」

と
い
っ
た
分
類
を
普
遍
化
さ
せ
て
し
ま
う
危
険
性
を
否
定
で
き
な
い
。
同
じ
植

民
地
と
は
い
え
、
朝
鮮
と
台
湾
を
同
列

に
論

じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
ま
た

満
洲
と
他

の
中
国
大
陸

で
も
政
治
的
状
況
は
異
な

っ
て
い
た
。
東
南
ア
ジ
ア
各

国
の
独
自

の
事
情
も
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
日
本

の
美
術
界
自
体
も
、

決
し
て
単

一
で
同
質
的
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
「周
到
な
配
慮
を
欠
く
と
、

オ
リ

エ
ソ
タ
リ
ズ
ム
の

コ

方
通
行
」
的
な
強
調
に
走

っ
て
し
ま
い
、
そ
の
概

念
的
な
枠
組
の
な
か
で
、
ま
さ
に
分
析
し
て

い
る
は
ず

の
一
方
性
を
た
だ
く
り

　お
　

か
え
し
展
開
し
て
し
ま
う
危
険

に
お
ち

い
る
」

の
で
あ
る
。

例
え
ぽ
か
つ
て
、
先
進
国
対
途
上
国
と
い
う
枠
組

の
中

で
行
わ
れ
た
、
日
本

に
よ
る
ア
ジ

ア
の
資
本
主
義
的
開
発
に
対
す
る
批
判

の
言
説
が
、

ア
ジ
ア
を
善

良
な

「我
々
」
が
救

い
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
弱
者
と
し
て
の
み
規
定
し
、

ア
ジ
ア
の
経
済
成
長
の
主
体
性
を
無
視
し
た
こ
と
が
思

い
起
こ
さ
れ
る
。
ま
た
、

先
進
資
本
主
義
諸
国
を
批
判
す
る
あ
ま
り
、

ア
ジ
ア
を

「遅
れ
た
貧
し
い
途
上

国
」
と
の
み
位
置
づ
け
、
無
垢
で
純
粋
な
非
能
動
的
被
害
者
と
し
て
論
じ
る
風

潮
も
、

一
時
期
無
反
省
に
広
が

っ
て
い
た
。
し
か
し
現
在
で
は
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
ア
ジ

ア
の
動
き
に
注
目
が
集
ま
り
、
日
本
の
経
済
発
展
が

ア
ジ
ア
を
貧
困

に
陥
れ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な

一
面
的
な
議
論
は
、
す

っ
か
り
鳴
り
を
潜
め
て

し
ま

っ
た
。

中
国
大
陸

で
も
、
台
湾
や
朝
鮮
そ
し
て
東
南
ア
ジ
ア
で
も
、
二
十
世
紀
に
は

近
代
美
術
が
独
自

の
発
展
を
遂
げ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
中

で
、
日
本

の
近

代
美
術
は
ど

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
。
内
地
や
植
民
地

で
行
わ
れ
た

官
展
の
役
割
、
日
本

の
美
術
学
校
に
学

ん
だ
留
学
生

の
存
在
、
画
家
同
士

の
相

　　
　

互
交
流
等

に
関

し
て
、
優
れ
た
研
究
が
次
々
と
行
わ
れ

つ
つ
あ

る
。
近
代
日
本

の
画
家
と
近
代
ア
ジ
ア
の
画
家
は
、
そ
れ
ぞ
れ
没
交
渉
に
作
品
を
作
り
上
げ

て

き
た
わ
け
で
は
な

い
。
東

ア
ジ

ア
地
域

の
近
代
美
術
の
研
究

に
お
い
て
も
、
ブ

ラ
イ
ソ
ソ
氏

の
主
張
す
る
よ
う

に
、
覇
権

(
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
)
の
研
究

は
、
そ
ろ

そ
ろ
混
種
性

(
ハ
イ
ブ
リ
デ

ィ
テ
ィ
ー
)
の
研
究

に
席

を
ゆ
ず

る
必
要
が
あ

る

と
言
え
よ
う
。
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近代日本絵画のアジア表象

付
記本

論
文
は
、
二
〇
〇

一
年
四
月
二
十
八
日
に
名
古
屋
大
学
で
開
か
れ
た
、
日

本
比
較
文
学
会
第
十

一
回
中
部
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ア
ジ
ア
近
代
美
術
と
日

本
」
で
の
口
頭
発
表
に
基
づ
き
、
そ
の
内
容
を
大
幅
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

注(
1
)

エ
ド

ワ
ー
ド

・
W

・
サ

イ

ー
ド

『
オ

リ

エ
ソ

タ

リ

ズ

ム

(上

)
』
今

沢

紀

子

訳

、
平

凡
社

、

一
九

九

三
年
、

二
七

七
頁

。
原

著

は
、
国
α
耄
霞
α

♂<
・

ω
巴
ρ

O
識
§

ミ
詳
ミ

(0
8

饋

①
ω
ゆ
0
8
冨

a
二

昌
ρ
"Z
①
≦

照
o
同
ぎ
同
雪

。。
)。

(
2
)

前

掲

『
オ
リ

エ
ソ
タ
リ
ズ

ム

(
上
)
』
、

二
七
七

-

二
七

八
頁

。

(
3
)

リ

ン
ダ

・
ノ

ッ
ク

リ

ソ

『絵

画

の
政
治

学
』

坂

上
桂

子

訳
、

彩

樹

社
、

一

九
九

六
年

、
六

一
i

九

二
頁

。

原
著

は
、
い
ぎ
量

Z
o
o
臣

P
§

鳴
ぎ

ミ
駐

亀

壽
。・帖§

、
雰

恥鏈
的
§

」≦
ミ

甘
§

ミ
ー
O
§

ミ
建

ト
ミ

§

駄

留

9
鳴
耐

(日
冨

日
①
ω

鋤
巳

出
巳

ω
o
P
H
㊤
。。
㊤
)。

(
4
)

ノ
ー

マ
ソ

・
ブ

ラ
イ

ソ

ン

(Z
O
『ヨ
①
旨

Uσ
曙

ω
o
づ
)

「
フ
ラ

ン

ス
の
オ

リ

エ

ソ
タ

リ
ズ

ム
絵

画

に

お
け

る

「他

者
」
」
、
島

本

浣

・
加

須
屋

誠

編

『
美
術

史

と

他

者
』

晃

洋
書
房

、

二
〇

〇
〇
年

、

七

二
頁

。

(
5
)

オ

リ

エ
ン

タ
リ
ズ

ム
絵

画

に

お

い
て
も

、
頭

上

に
物

を

載

せ

た
姿
勢

の
女

性

が

描

か

れ

て

い

る
。

シ
ャ

ル

ル

・
グ

レ
ー

ル
(O
冨

二
Φ
ω
9

①
饗

ρ

一
八
○

八

-

一
八
七

四
)

の

《
ア

ン

フ

ォ

ラ
を
運

ぶ

女
》

(
一
八
三

五
年

頃
)

や

ジ

ュ
ー

ル

・
ト

ー

パ

ン

(冒

冨
ω
日
鋤
二
且
員

一
八
六

三
-

一
九

三

二
)

《
ベ

ニ

・
ア
イ

シ

に
て
》

な

ど

の
例

が

あ

る
。

(
6
)

藤

島

武

二

「朝

鮮

観

光
所

感
」
、

『藝

術

の

エ
ス
プ

リ
』
中

央

公
論

美

術
出

版
、

一
九

八

二
年

、

二

四
九
-

二
五

〇
頁
。

(
7
)

湯

浅

一
郎

「
オ

リ

エ
ン
タ

リ

ス
ト
」
、

『
美

術
新

報
』

第
十

二
巻
第

十

号

、

一
九

=

二
年

八
月
、

三
九

i

四

一
頁

。

(
8
)

三
浦

篤

「
ア

カ
デ

ミ
ズ

ム
と

オ

リ

エ
ン

タ

リ
ズ

ム
」
、

『世

界

美

術

大

全

集

』
第

二
十

巻
、

小
学

館

、

一
九
九

三
年
、

一
八
五
頁

。

(
9
)

関

口
涼

子

「
オ
リ

エ
ン
タ

リ
ズ

ム
絵

画

の
変

容
ー

エ
テ

ィ

エ
ン

ヌ

・
デ

ィ
ネ

の
イ

ス
ラ
ー

ム
表

象

」
、

『
比
較

文

学
研

究

』
第

七
十

四
号
、

一
九
九

九
年

、

八
五
頁

。

(
10
)

今

沢

紀

子

「
訳

者

あ

と
が

き

」
、

エ
ド

ワ

ー
ド

・
W

・
サ
イ

ー
ド

『
オ

リ

エ
ン
タ
リ
ズ

ム

(下

)
』
平

凡
社

、

一
九
九

三
年

、

三
九

三
-

三
九

四
頁
。

(
11
)

ジ

ョ

ソ

・
ク

ラ

ー
ク

(冒

ぎ

Ω

①
時

)
「
日
本

絵

画

に
み

ら

れ

る
中

国

像

-

明
治
後
期
か
ら
敗
戦
ま
で
」、
『日
本
研
究
』
第
十
五
集
、

一
九
九
六
年
、

一
七

-

一
八
頁

。

(
12
)

オ
ダ

リ

ス
ク
の
絵

画
が

日
本

文

学

に
取

り

入

れ
ら

れ

た
例

と

し

て
、

永

井

荷

風

の

『
あ

め
り

か
物

語
』

が

挙

げ

ら

れ

る
。
主

人

公

の
日

本

人

は
、

セ

ン

ト

・
ル
イ

ス

の
博

覧

会

で
、

「
夢

の
前

の

一
瞬

間

」
と

題

さ

れ

た
裸

体

画

を

目

に
す

る
。

「
埃

及

か
亜

剌

比

亜

あ

た

り

の
女

を

モ
デ

ル
に
為

た

の

で
あ

ら
う

、

黒

い
頭

髪

と
黒

い
眼

の
、
肥

え

た
女

が

、
長

椅

子

の
上

に
仰

向

き

に
横

は
り

、

僅

に
顔

だ

け
を

此
方

に
揉

ぢ

向

け
、
其

の
手

に
は
半

分

ほ
ど

に
な

つ
た
葡

萄

酒

の
杯

を
持

つ
て
居

る
。
洞

然

と

し

た
大

き

な
黒

い
眼

は
、

陶

然

た

る
微

酔

に
早

や
瞼

も
重

た
げ

に
な

つ
て
居

な

が

ら
、
猶

何

物

を

か
見
詰

め

て
居

た
ら

し
く

、
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云
ふ

に
云

は

れ

ぬ
表

情

を

示

め

し

て
居

る
」
。

『荷

風

全
集

』
第

四
巻
、

岩
波

書

店

、

一
九
九

二
年

、

五

一
頁

。

(
13
)

図

録

『
堅
山

南
風

展
』

そ

ご
う
美

術
館

、

一
九
九

八
年

、

一
三

一
頁
。

(
14
)

榮

樂

徹

「
年

表

近

代

に

お

け

る

日
本

と

イ

ン
ド

の
美

術

交

流
」
、
図

録

『
ア
ジ

ア
近
代

絵
画

の
夜

明

け
展
』

国
立

国

際
美

術
館
、

一
九

八
五
年
。

(
15
)

『東

京

日
日
新

聞
』

一
九

二
五
年
九

月

一
日

。

(
16
)

稲

賀
繁

美

『絵

画

の
東

方

i

オ

リ

エ
ン
タ
リ

ズ

ム
か

ら
ジ

ャ
ポ

ニ
ズ

ム

へ
』
名

古
屋

大
学

出
版

会
、

一
九

九
九
年

、

一
八
頁
。

(
17
)

オ

リ

エ
ン
タ

リ
ズ

ム
絵

画

か
ら

の
刺
激

を
受

け

た
と

思

わ
れ

る
例

と

し

て
、

他

に
も

ア

ソ
グ

ル

の

《
ト

ル

コ
風

呂
》

と
前

田
青

邨

《
浴

女

群

像
》

(
一
九

五

六
年

)

が
あ

る
。

こ
ち
ら

は
日
本

の
浴

場

を
舞

台

と

し

て
お

り
、

一
種

の
自

己

オ

リ

エ
ソ
タ

リ
ズ

ム
と
言

え

る
。

ま

た
、
中

国

家

具

と
裸
体

画

を
組

み
合

わ

せ

た
作

品

と

し

て
、

小
出

楢

重

《
支

那

寝
台

の
裸

女

》

(
一
九

三

〇

年

)

を
挙

げ

て
お
き

た

い
。

(
18
)

ア
ジ

ア
を
豊

饒

な
色

彩

の
世

界

と

し
、

日
本

を
曇

っ
た
暗

い
国

と
す

る
言

説

は
、

美
術
ば

か
り

で
な
く

、
近

代
文

学

で
も
反

復

さ

れ

た
。

特

に
永

井
荷

風

の

『
ふ
ら

ん
す

物
語

』

や
、

谷
崎

潤

一
郎

の
イ

ソ
ド

・
中

国
関

連

の
作

品

等

に

顕

著

で
あ

る
。

(
19
)

梅

原
龍

三
郎

「
北

京
再

遊

」
、

『塔

影

』
第

十

六
巻

第

十

二
号
、

一
九

四
〇

年

十

二
月
、

四

四
頁
。

(
20
)

ジ

ョ
ン

・
ク
ラ

ー

ク

「
日
本

絵

画

に

み
ら

れ

る
中

国
像

-

明

治

後
期

か

ら
敗
戦

ま

で
」
、

『
日
本

研
究

』
第

十

五
集
、

一
九

九

六
年
、

二
〇

頁
。

(21
)

図
録

『東
ア
ジ
ア
/
絵
画
の
近
代
-

油
画
の
誕
生
と
そ
の
展
開
』
静
岡

県

立
美

術
館

、

一
九
九

九
年

、

八

ニ
ー

八
三
頁
。

(
22
)

丹

尾
安

典

・
河

田

明
久

『
イ

メ

ー
ジ

の
な

か

の
戦

争

-

日
清

・
日
露

か

ら
冷
戦

ま

で
』
岩

波
書

店
、

一
九

九
六
年

、

三
六
頁

。

(
23
)

前

掲

『
イ

メ
ー
ジ

の
な

か

の
戦
争

』
、

三
七
頁

。

(
24
)

『
日
本

現

代

画

家

選

梅

原

龍

三

郎

H
』
美

術

出

版
社

、

一
九

五

三

年
、

二

二
頁

。

(
25
)

丹

尾

安
典

「訳

者

付
言

」
、

ノ
ー

マ
ン

・
ブ

ラ
イ

ソ

ソ

「
「
オ

リ

エ
ン
タ

リ

ズ

ム
」

以
後

」
、

『
近
代

画
説

』
第

二
号

、

一
九
九

三
年

、

一
二
頁

。

(
26
)

ア
ジ

ア

に
関

連

す

る
近
代

日
本
絵

画

の
作

品

リ

ス
ト

に

つ
い

て
は
、

次

の

三

つ

の
論
文

に
、
簡

略

な
形

の
も

の
が
掲

載

さ

れ

て

い
る
。
①

ジ

・
ン

・
ク
ラ

ー

ク

「
日

本
絵

画

に
み
ら

れ

る
中

国
像

-

明
治

後
期

か
ら
敗

戦

ま

で
」
、

『
日

本
研
究
』
第
十
五
集
、

一
九
九
六
年
、

=

1
二
七
頁
。
②
西
原
大
輔

「
支

那
趣
味
美
術
」
年
表
」、
『駿
河
台
大
学
論
叢
』
第
十
六
号
、

一
九
九
八
年
、

一

九
五
i
二
一
四
頁
。
③
西
原
大
輔

「近
代
日
本
美
術
の
中
の
朝
鮮
」、
『駿
河
台

大
学
共
同
研
究
報
告
書
、
韓
国
と
日
本
-

比
較
文
化
史
的
考
察
』
二
〇
〇

一

年

、

一
九
⊥

二
五
頁
。

(
27
)

ウ

ィ
リ

ア

ム

・
シ
ャ

ン
グ

(芝

自

鋤
ヨ

ω
ゴ
餌
口
ひq
)

『絵

画

に
見

る
近
代

中
国

-

西

洋

か
ら

の
視
線

』
大

修
館
書

店

、

二
〇
〇

一
年

、

V
頁
。

(
28
)

河

北

倫
明

監

修

『
近
代

日

本
美

術

事
曲
ハ』

一
九

八
九

年

、
講

談
社

、

三
〇

六
頁
。

(
29
)

阿

部

良

雄

「
オ

リ

エ
ン
タ

リ
ズ

ム
と

ア
カ
デ

ミ

ー
絵

画

」
、
図

録

『
オ

リ

エ
ン
タ

リ
ズ

ム

の
絵

画

と
写

真

』

ひ

ろ
し

ま
美

術
館

他
、

一
九
九

〇
年

、

九
頁

。

(30
)

図
録

『東
ア
ジ
ア
/
絵
画
の
近
代
-

油
画

の
誕
生
と
そ
の
展
開
』
静
岡

県
立
美
術
館
、

一
九
九
九
年
、

=
二
九
-

一
五
八
頁
。
韓
国
近
代
美
術
に
関
す

る
日
本
語
論
文
と
し
て
、
他
に
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
①
金
英
那

「韓
国
近
代
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近代日本絵画のアジア表象

洋
画
に
お
け
る

「裸
体
」
」、
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
編

『人
の

く
か
た
ち
V

人
の

〈
か
ら
だ
>
1

東
ア
ジ
ア
美
術
の
視
座
』
平
凡
社
、

一
九
九
四
年
、
三

〇
五
-
三

一
九
頁
。
②
金
惠
信

「韓
国
近
代
油
絵
の
流
れ
ー

「近
代
を
見
る

眼
」

展

を

め
ぐ

っ
て
」
、

『
近
代

画
説

』
第

七

号
、

一
九
九

八
年
、

九

八
-

一
二

三
頁
。
③
金
惠
信

「韓
国
近
代
美
術
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
1

植
民
地
期
官

展

の
女

性

イ

メ

ー

ジ

を

め

ぐ

っ

て
」
、

熊

倉

敬

聡

・
千

野

香

織

編

『
女

P
日

本
P
美
?
ー

新
た
な
ジ

ェ
ン
ダ
ー
批
評

に
向
け
て
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、

一
九
九
九
年
、
六
三
-
八
○
頁
。
④
洪
善
杓

「韓
国
美
術
史
研
究
の
観
点
と
東

ア
ジ
ア
」、
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
編

『語
る
現
在
、
語
ら
れ
る
過
去
-

日
本

の
美

術
史

学

一
〇

〇

年
』

平
凡

社
、

一
九
九

九

年
、

一
八

五
ー

一
九

一
頁

。

(31
)

図
録

『洋
画
の
動
乱
i

昭
和

一
〇
年

帝
展
改
組
と
洋
画
壇
-

日

本

・
韓

国

・
台
湾

』
東

京
都

庭
園

美
術

館
、

一
九

九

二
年
、

三
〇

1

三

一
頁

。

(32
)

日
展
史
編
纂
委
員
会

『日
展
史
ー

文
展
出
品
目
録
』
社
団
法
人
日
展
、

一
九

八
三
年

、

六
七

・
七

一

・
七

六
頁

。

(
33
)

李

仲

煕

「
「
朝

鮮

美

術

展
覧

会

」

の
創

設

に

つ
い

て
」
、

『近

代

画

説

』
第

六
号
、

一
九

九
七

年
、

二
三

ー

二
四
頁

。

(
34
)

立

花
義

彰

「
石

川
欽

一
郎

人

と
作

品

(上
)
」
、

『静

岡

県

立
美

術

館

』
第

七

号
、

一
九

八

九
年

、

五
五

ー

七

三

頁
。

及

び
同

「
石
川

欽

一
郎

人

と
作

品

(中

)
」
、

『
静

岡
県

立
美
術

館
』

第

十

一
号
、

一
九

九

四
年

、

二
七

⊥

二
五
頁

。

(35
)

中

村
義

一

「
台

展
、

鮮
展

と

帝

展
」
、

『
京
都

教

育

大
学

紀

要

A

(人

文

・

社
会

)
』

第

七
十
五

号
、

一
九

八
九
年

、

二
七

〇
頁

。

(36
)

廖

瑾
瑳

「近

代

日
本

画

の
台

湾

移
植

-

木

下

静

涯

(
一
八

八
七

～

一
九

八
八
)

を
通

し

て
ー

」
、

『
美
学

』
第

一
八
四
号

、

一
九

九

六
年

、

三
七

ー

四

八
頁

。

(37
)

江
川

佳

秀

「
満
洲

と
日
本

の
近

代
美

術
」
、
図

録

『
幻

の
日
本

画
名

品

展
』

そ

ご

う

美

術

館
、

一
九

九

九

年
、

一
二
〇

ー

一
二

三

頁
。

及

び

、
飯

野

正

仁

『
〈
満

洲
美

術
〉
年

表

』
私

家
版

、

一
九
九

八
年

。

(
38
)

ジ

ョ

ン

・
ク

ラ

ー

ク

「近

現

代

ア

ジ

ア

の
美

術

言

説

に

お

け

る

「
他

者
」
」
、
島

本
浣

・
加

須

屋
誠

編

『美

術
史

と
他
者

』

晃
洋

書

房
、

二
〇

〇

〇
年

、

五
五
頁

。

(
39
)

木

下

直

之

「
ソ
ウ

ル
に
残

る
和

田
三

造

の
壁

画
」
、

『
ピ

ロ
テ

ィ
』
第

六
十

三
号
、

兵
庫

県
立

近
代

美

術
館
、

一
九

八
七
年

、
九
頁

。

(
40
)

和

田

三
造

生
誕

百

年

記
念

会

編

『和

田
三

造

と
そ

の
偉

業
』

六
藝

書

房
、

一
九

八
四
年

、

三
七
頁

。

(
41
)

木

下

直

之

「
ソ
ウ

ル
に
残

る
和

田
三
造

の
壁

画
」
、

『
ピ

ロ
テ

ィ
』

第

六
十

三
号
、

兵
庫

県
立

近
代

美
術

館
、

九
頁

。

(
42
)

佐

藤

道
信

『〈
日
本

美

術
V

誕
生

-

近

代

日

本

の

「
こ
と
ば

」

と
戦

略

』

講

談
社

、

一
九
九

六
年

、

一
二
八
頁
。

(
43
)

丹

尾
安

典

・
河

田

明
久

『
イ

メ

ー
ジ

の
な

か

の
戦
争

-

日
清

・
日
露

か

ら
冷
戦

ま

で
』
岩

波
書

店
、

一
九

九

六
年

、

三

一
ー

三
二
頁

。

(
44
)

小

熊

英

二

『単

一
民
族

神

話

の
起

源
』

新
曜

社
、

一
九
九

五
年

、

三

七
六

頁

。

(45
)

リ

ソ
ダ

・
ノ

ッ
ク
リ

ン

『絵

画

の
政

治

学
』

坂
上

桂

子
訳

、
彩

樹

社

、

一

九

九
六
年

、

六
六
頁

。

(46
)

関

口
涼

子

「
オ

リ

エ
ソ

タ
リ

ズ

ム
絵

画

の
変

容

ー

エ
テ

ィ

エ
ン

ヌ

・
デ

ィ
ネ

の
イ

ス
ラ

ー

ム
表

象
」
、

『比

較
文

学

研

究
』
第

七

十

四
号

、

一
九

九
九

年
、

八
七
頁
。

(47
)

山

口
蓬

春

「
臺
灣

風

物

に
添

へ
て
」
、

『美

之

國
』
第

十

六
巻

第

一
号
、

一
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九

四
〇
年

一
月

、

口
絵

。

(48
)

山

梨
絵

美

子

「
日

本

近

代
洋

画

に

お
け

る
オ

リ

エ
ン
タ

リ
ズ

ム
」
、

東

京

国
立
文
化
財
研
究
所
編

『語
る
現
在
、
語
ら
れ
る
過
去
-

日
本
の
美
術
史
学

一
〇

〇
年

』
平

凡
社

、

一
九
九

九
年

、

八

一
頁

。

(49
)

田
中

淳

「
第

一
セ

ッ

シ

ョ
ソ
報

告
-

近
代

と
美
術

/
近

代

と

美
術

史

」
、

前

掲

『
語

る
現

在

、
語

ら
れ

る
過

去

-

日

本

の
美

術
史

学

一
〇

〇

年
』
、

一

〇

三
頁
。

(50
)

稲

賀
繁

美

「
《
他

者
》

と

し

て

の

「
美

術

」
と

、

「美

術

」

の

《
他

者

》
と

し

て

の

「
日

本

」
1

「美

術

」

の
定

義

を
巡

る
文

化

摩

擦

」
、

島

本

浣

・
加

須
屋
誠
編

『美
術
史
と
他
者
』
晃
洋
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
、

一
七
二
頁
。

(
51
)

佐

伯
順

子

「
「
ゲ

イ

シ

ャ
」

の
発

見

ー

「
他
者

」

化

さ

れ

る
日

本
」
、
前

掲

『美

術
史

と
他
者

』
、

一
四
六
頁

。

(
52
)

谷

川

渥

「
「
他
者

」

と

し

て

の
肉

体

1

「
日

本

人
離

れ
」

の
美

学

」
、
前

掲

『美

術
史

と
他

者
』
、

一
〇
七
頁

。

(
53
)

稲

賀

繁

美

「
《
他

者

》

と

し

て

の

「
美
術

」

と
、

「
美

術
」

の

《
他

者

》

と

し

て

の

「
日
本

」
1

「美

術
」

の
定
義

を

巡

る
文

化

摩

擦
」
、
前

掲

『美

術

史

と
他

者
』
、

一
七

三
頁
。

(
54
)

ノ
ー

マ
ン

・
ブ

ラ
イ

ソ

ン

「
フ
ラ

ソ

ス

の
ナ

リ

エ
ン
タ
リ
ズ

ム
絵

画

に
お

け

る

「
他
者

」
」
、
前
掲

『
美
術
史

と
他

者

』
、

八
四
頁

。

(
55
)

松

岡
智

子

・
時
任

英

人
編

著

『
児

島
虎

次

郎
』

山
陽

新

聞
社

、

一
九

九

九

年
、

五

三
頁

。

(56
)

大
正

九
年

六

月

四
日
付

児

島

友
宛

児

島
虎

次

郎
書

簡

、
前

掲

『
児
島

虎

次

郎
』
、

二
五

二
頁

。

(57
)

小

熊
英

二

『単

一
民

族
神

話

の
起
源

』
新

曜

社
、

一
九

九

五
年

、

三
七

六

頁
。

(
58
)

ノ

ー

マ
ソ

・
ブ

ラ

イ

ソ

ン

「
「
オ

リ

エ

ン
タ

リ
ズ

ム
」
以

後

」
、

『
近

代

画

説
』

第

二
号
、

一
九

九

三
年
、

八
頁

。

(59
)

前
掲

「
「
オ

リ

エ

ン
タ

リ
ズ

ム
」
以

後

」
、

『
近

代

画

説
』

第

二
号
、

一
〇

頁
。

(60
)

例

え
ば

、
留

日

学
生

に
関

す

る
論

文

と

し

て
、
鶴

田
武

良

「
留

日
美

術

学

生
-

近
百
年
来
中
国
絵
画
史
研
究
五
1

」、
『美
術
研
究
』
第
三
六
七
号
、

一
九
九
七
年
、

一
二
七
ー

一
三
九
頁
。
及
び
、
吉
田
千
鶴
子

「東
京
美
術
学
校

の
外
国
人
生
徒

(前
篇
)」、
『東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
紀
要
』
第
三
十
三
号
、

一
九
九
八
年
、
五
-
七
四
頁
。
吉
田
千
鶴
子

「東
京
美
術
学
校
の
外
国
人
生
徒

(後
篇
)」、
『東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
紀
要
』
第
三
十
四
号
、

一
九
九
九
年
、

四
五
-

一
四
三
頁
。
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